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〔三〕事業概要 全道路と高速道路の死傷事故率の比較（平成6年～平成10年の年平均）
死傷事故率（件／億台キロ）

高速道路’’10

全道路’

1建設

(1)高速道路の経済効果

函高速道路の輸送分担率

高速道路は、今や、日本列島の大動脈であり、物資輸送や商用交通といった産業活動の

面はもちろん、日常生活や余暇活動においても不可欠の存在となっています。全国の自動

車輸送量のうち高速道路を利用して輸送されたものの割合は、平成6年度において、貨物

輸送量（トンキロ）では4尻2％、旅客輸送量（人キロ）では105％と推計されます。ちなみ

に、平成6年度当初の道路延長においては、高速道路は都道府県道以上の道路の3.0％を占

めるに過ぎません。

函高速道路の直接効果

高速道路は、お客様に対し、①走行時間を短縮できる、②燃料費など走行費用を節減で

きる、③到着時刻が正確になる、④運転の疲労が少なく、走行が快適である、⑤荷傷みが

減少し、梱包費を節約できる、⑥交通事故が減少する（走行キロ当り死傷事故発生率は、

高速道路は全道路平均の約10分の1）、などの効果をもたらします。このうち、走行時間

の短縮については、たとえば鹿児島～稚内間を一般道路だけ利用すると約79時間かかりま

すが、高速道路を利用すると、現在は約36時間、将来高速道路がすべて完成すると約32時

間になります。また、高速道路には、一般道路の混雑を緩和し、一般道路における事故や

騒音を減少させる効果もあります。

S555860年度63H26
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高速道路の輸送分担割合 一軽自動車を含まない数値
------．蜂白動軍を含誘致瞳
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昭和63年度以降の全自動車輪遇量には、軽自動車を含むため、
軽率通りの軽自動車を含まない数値と含む数値を併記
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回高速道路の間接効果

高速道路が開通すると、その沿線地域では、輸送条件が格段に向上し、その結果、工場

の立地が盛んになります。右図は、全国の工場立地件数について、高速道路のICからの距

離帯別にその割合を見たものです。平成9年においては、ICから10km圏内に立地したもの

は630％、201m圏内では812％となっており、工場立地がICに近い地域に架中していること

が分かります。農水産業の面では、高速道路による輸送時間の短縮によって、従来輸送時

間がかかるため出荷できなかった地域への出荷が可能となり、また、より鮮度の高い物を

消費地に出せるようになります。その結果、大消費地から遠く離れた地域においても、野

菜や果物の産地が形成されるようになります。右図は、東京への野菜供給における東京か

らの距離帯別のシェアの推移を見たものです。高速道路の整備が進むとともに、東京から

遠く離れた地域（300km以上の地域）のシェアが高まっています。また、高速道路によっ

てスキー場や自然景勝地などの観光地へのアクセスが容易になるため、遠方からの利用客

の増加による新たな観光開発力河｢能となります。次ページの図に示すように、福島県磐梯

猪苗代地区では、平成3年に磐越自動車道が開通するとともに大規模なスキー場が開業し、

首都圏をはじめとした多くの地域からのスキー旅行が可能となりました。平成7年のいわ

きJCT～郡山JCTの開通もあり、同地域の入込みスキー客は200万人前後から300万人

近くに増加しました。

こうして地域の産業が発展すると、雇用機会の増加や所得の増加がもたらされ、その結

果、人口が流出していた地域でも人口の定着が進むようになります。次ページの図は、高

速道路のICへ近い市町村ほど人口の増加率が高いことを示しています。さらに、産業の発

展や人口の定着は、地方税収を増加させ、自治体による地域発展のための基盤づくりが一

層進むことになります。

つぎに、生活面への効果を見ると、高速道路が開通することにより、従来大都市へ出か

けるのが容易でなかった地域においても、簡単に大都市へ行き来することができるように

なります。その結果、気軽に大都市に出かけてショッピングや観劇を楽しむことができる

ようになり、生活が変化に富んだものとなります。大都市の高度の医療を受けることも容

易になります。さらに、次ページの図のように高速バス路線が各地で開設されており、マ

イカーを持たない人も商速道路のメリットを受けています。また、他地域から大型店や専

門店が進出してくるようになり、地元でのショッピングの魅力も高まります。このように

して、高速道路は地域の生活をより潤いのある豊かなものにしています。

エ場立地件数のlCからの距離帯別シェア
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(2)高速道路建設の歴史

昭和15年内務省土木局で全国自動車国道網を企画

昭和27年建設省が東京～神戸間自動車国道の測量を開始

6月10日新「道路法」制定

〃・ 「道路整備特別措置法」制定

〃 「特定道路整備事業特別会計法」制定

昭和28年7月「道路整備費の財源等に関する臨時措置法」制定

昭和29年5月20日第1次道路整備五箇年計画閣議決定

昭和31年3月14日「日本道路公団法」及び新「道路整備特別措置法」制定

4月16日日本道路公団設立

5月19日ワトキンス調査団来日

昭和32年4月16日「国土開発縦貫自動車道建設法」制定

4月25日「高速自動車国道法」制定

10月17日名神高速道路小牧～西宮間施行命令

昭和33年10月19日名神高速道路起工式

昭和34年2月20日第2次道路整備五箇年計画閣議決定

昭和35年3月17日第1次世銀借款成立

昭和36年10月27日第3次道路整備五箇年計画閣議決定

11月29日第2次世銀借款成立

昭和38年7月16日わが国初の高速道路名神高速道路栗東～尼崎間開通

9月27日第3次世銀借款成立

10月25日東名高速道路全線施行命令

昭和39年4月22日第4次世銀借款成立

昭和40年1月29日第4次道路整備五箇年計画閣議決定

4月22日東名高速道路全線起工式

5月26日第5次世銀借款成立

7月1日名神高速道路全線開通

昭和41年7月1日「国土開発幹線自動車道建設法」制定

予定路線32路線、総延長7b600kln

猪苗代湖周辺スキー客数の推移
平成7年8月
いわきJCT～郡山JCT開通～坐2，84

(千人）
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7月29日

昭和43年3月22日

昭和44年5月26日

昭和46年3月30日

昭和47年9月2711

10月511

昭和48年4月1日

6月29日

9月6日

11月14日

昭和50年4月111

8月231.1

昭和51年6月24日

12月19日

昭和53年5月19日

昭和54年5月15日

8月1日

昭和55年4月7日

昭和57年3月30日

6月111

11月10日

昭和58年3月24日

5月27日

6月21日

10月27日

第6次世銀借款成立

第5次道路整備五箇年計画閣議決定

東名高速道路全線開通

第6次道路整備五箇年計画閣議決定

高速自動車国道の料金制で、プール制採用

中央自動車道と東名高速道路がわが国の高速道路としては、

初めてジャンクションで直結

札幌自動車道札幌～小樽間、関越自動車道東京～川越間、東

名阪自動車道桑名～屯山間及び西名阪自動車道天理～松原間

を高速自動車国道に切り替え

第7次道路整備五箇年計画閣議決定

開通延長1,000km突破

本州と九州を結ぶ当時の東洋一のつり橋「関門橋」開通

初めての高速道路料金改定実施（平均665％アップ）

当時の日本一の道路トンネル「恵那111トンネル」開通

熊本トラックターミナルが高速道路関連施設として初めて営

業開始

開通延長2000km突破

第8次道路整備五箇年計画閣議決定

中国自動車道と名神高速道路が吹田ジャンクションで直結

2回目の高速道路料金改定実施（平均246％アップ）

北陸自動車道と名神高速道路が米原ジャンクションで直結

開通延長3POOkm突破

3回目の高速道路料･金改定実施（平均15.1％アップ）

中央自動車道西宮線全線開通

中国自動車道全線開通

第9次道路整備五箇年計画閣談決定

東名高速道路大井松田～御殿場間6車線化拡幅工事施行命令

初の政府保証外債の起債契約調印（日本円で約110億円）

昭和59年1月2011

昭和60年1月2411

3月27日

10月111

10月211

昭和61年5月22日

昭和62年9月111

9月911

10月811

昭和63年5ノ12711

平成元年6ﾉ1111

平成2年7月1611

平成3年3月2811

平成3年7月12m

12月7日

平成4年4月19日

6月1511

6月26日

11月27日

12月1011

平成5年5月28m

名神商速道路京都南～吹田問6車線化拡1幅工副I施行命令

常磐内勤車道と首都高速6号線が直結

四国初の高速道路松山自動車道開通

4111111の高速道路料金改定実施（平均9.8％アップ）

横断道として初めて関越自動車道全線開通

同時に当時日本一の道路トンネル「関越トンネル」開通

東京外かく環状道路として初めて、東北自動車道練馬～常磐

自動車道三郷問施行命令

「国土開発幹線自動車道建設法」改正

予定路線43路線、総延長11520km

東北自動車道全線開通、同時に青森～八代間2jOO2knlが高速道

路等により直結

開通延長4000km突破

鋪10次道路整備五箇年計画閣識決定

5111111の高速道路料金改定実施（平均8.9％アップ）

･世銀借款完済（日本の世銀借款完済）

東名高速道路渋滞解消対策の改築工事として初めての開通

（大井松田～御殿場）

関越自動車道関越トンネル二期線（上り線）が開通

同時に日本一の道路トンネルを更新（4車線化10月22日）

浜田自動車道全線開通、同時に開通延長5POOkm突破

商知内動車道高松西～善通寺間の開通により、本州とIml国が

途中本四連絡橋を経由して高速道路で結ばれる

道路群議会の中間答申がでる

関越内勤車道練馬～高崎間6車線化拡幅工事施行命令

東京外環自動車道として初の開通（美女木～三郷）

東北内勤車道鹿沼～宇都宮間、中央向動車道上野原～大月間

6車線化拡1幅工事施行命令

第11次道路整備五箇年計画閣議決定



11月19日

11月25日

平成6年3月17日

平成7年1月17日

4月10日

4月28日

7月27日

8月2日

11月30日

平成8年1月16日

3月29日

11月14日

12月27日

平成9年3月15日

4月1日

7月1日

7月23日

第二東名・名神等34区間1,184kmに施行命令

九州自動車道加久藤トンネルが貫通

徳島自動車造蔭件～脇町間の開通により全国すべての都道府

県に高速自動車国道が整備される

阪神・淡路大震災により、名神・中国道等が被害をうける

6回目の高速道路料金改定実施(全車種についてZ2％アップ）

東名高速道路伊勢原市～秦野中井間の6車線化拡幅工事の完

成により東京～御殿場間が連続して6車線通行になる

九州向動車道全線開通、同時に青森～鹿児島・宮崎間

約2,150kmが高速道路等により直結

磐越自動車道いわきJcl､～郡山JCI､間の開通により、高速道

路建設計画11520Imaの半分を超える

道路審議会の中間答申（今後の有料道路制度のあり方につい

て（高速自動車国道について)）がでる

車種間比率の改定に伴う高速道路料金改定を実施（中型車・

大型車）

関越自動車道大泉～新座料金所間の6車線化拡幅工事の完成

により大泉～前橋問が全て6車線化となる

上信越自動車道小諸～更埴JCT，山陽自動車道神戸JCT～三

木小野、磐越自動車道津川～安田の開通により、高速道路開

通延長がaOOOkmを突破

第30回国土開発幹線自動車道建設審議会が開催される

岡山自動車道の全通により、米子自動車道から高知自動車道

までのネットワークが完成

消費税率引上げ及び車種間比率の改定（中型車・大型車）に

伴う高速道路等の料金改定を実施

道東内勤車道の料金改定を実施

秋田自動車道北上西～湯田間の開通により、東北6県が高速

道路で直結

10月1日

10月30日

11月13日

〃

12月10日

12月25日

平成10年3月2711

3月30日

4月4日

4月5日

4月8日

5月29日

6月3日

7月1日

12月13日

12月25日

〃P

磐越自動車道全線開通

山形自動車道庄内あさひ～酒田間の開通により、庄内地方初

の高速道路が開通

秋田自動車道全線開通

北陸自動車道全線開通

山陽自動車道三木小野～山陽姫路東間の開通により、中国自

動車道とのループを既成し、相互補完機能が向上

第二東海向動車道御殿場～長泉間等23区間10箇所に施行命令

東名高速道路日本坂トンネル新下り線の完成（3車線の新設

トンネル）

第二東名高速道路の開通区間第1号として、伊勢湾岸自動車

道名古屋南～東海間が開通

名神高速道路京都南～吹田間6車線化（トンネル分離区間8

車線）拡1幅工事完成

山陽自動車道三木Jcl,～神戸西間及び神戸淡路鳴門自動車道

の同時開通により、瀬戸内海を中核とする西日本地域におけ

る道路ネットワークの骨格を担う幹線道路が完成

第二東海自動車道海老名～伊勢原北間等10区間に施行命令

新道路整備五箇年計画閣議決定

新事業に関し、「高速自動車国道法｣、「道路法」及び「日本

道路公団法」などの関係法律が改正

山形自動車道笹谷～関沢間を高速自動車国道へ切り替え

東海北陸自動車道一宮JCT～尾西の開通により、東海北陸自

動車道と名神高速道路が直結

第31回国土開発幹線自動車道建設審議会が開催される

東関東自動車道松戸～市川間等28区間8箇所に施行命令

朝
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(3)建設の手続き

①高速道路
画計画決定まで

｢子~壷~蕗~源1

瞳望塗計画’
門

開発幹線自動車道建設審議会

(審議会）総理大臣（会長)、関係各大臣
(10人)、衆議院議員（8人)、参議院談員
(5人)、学識経験者（8人以内）

一決定すること

(1)建設線の区間

(2)建設線の主たる経過地
(3)標準車線数

(4)設計速度

(5)道路等との連結地

(6)建設主体（JH）

国土開発幹線自動車道建設審議会

(1)経過する市町村

(2)車線数

(3)設計速度

(4)連結位置及び連結予定施設

(5)乗合旅客自動車停留施設

(6)工事に要する喪用の概算額
(7)施行主体（JH）

■着エから完成まで

測量、調査
設計協議

L塗_壷命令｜整備計画が決定されるとJHに対し調査の指示が出され､JH

且熱総譜灘鰯
|実施計画lJHは､工事実施計画書を作成して建設大臣の認可を受ける。

且
|鶏調繍蓋琴蕊雛:Iii鰯聴繍2

4態繍噸鮒繍…
1幅杭設_置」協議が終わると用地境に杭を打ち､用地測量を行う。

､巳
l用地取得｜用地交渉が成立すると契約､調印を行う。

くじ
にE－事｜

貢ロァ
原－7詞

’



②一般有料道路

園計画決定まで

|予備調査｜本格的調査に着ｴすべきか否かを検討

くじ
L二_塗_誼_査」

｣1
｢三~茨~調~蚕1

､ﾋル
|事業許可申請’

、ア

-調査路線について事業化の適否を検討一

(1)周辺調査

(2)路線調査

(3)経済調査

-事業化予定の路線について細部調査一

(1)測量調査

(2)地質調査

(3)設計調査

(4)用地物件調査

(5)採算検討

一JHから建設大臣に対し申請一

許可を受ける内容

(1)路線名及び工事区間

(2)工事方法

(3)工事予算

(4)工事の着手及び完成の予定年月日

(5)収支予算の明細

(6)科金

(7)料金の徴収期間

|事業許可｜建設大臣よりJHに対し許可

■着エから完成まで

|事業許可l建設大臣よりJHに対し許可

､且
測量、調査

設計協議

路線に関する地形や地質などのより詳細なデータを得るため、

関係者の了解を得て、現地での測量や各種調査を実施するとと

もに、有料道路を横断する道路や水路、側道、流末水路などの

位置や構造について、関係者に説明し、協議する。

流末水路などの

協議が終わると用地境に杭を打ち、用地測量を行う。

用地交渉が成立すると契約、調印を行う。

率



■藩エから完成まで③開発インターチェンジ

開発インターチェンジとは、高速自動車国道法第5条の規定により定められた

整備計画に基づき、高速自動車国道法第11条の2第2項第1号の規定により許可

されるもので、供用中または建設中の高速道路の沿道において、都市開発事業、

工業団地造成事業等の開発が行われる場合において、当該開発事業者の負担によ

って新たにインターチェンジを設置することにより、開発事業の促進を図り、地

域振興に資するものである。

開発者は建設饗の47.5％の部分を建設期間中に支払い、残りの52.5％について

はNTT資金をJHが無利子貸付を受け、その貸付金を償還するのに合わせ（償還

|施行命令｜建設大臣よりJHに対し施行命令。

等
|道路区域決定｜高速道路予定区域を区域決定する。

、□〆
|実施計画｜JHは､工事実施計画書を作成して建設大臣の認可を受ける。

、□〆
|協定締結｜JHと開発者は道路法24条工事の申請により、饗用負担､返済

且……‘……
隈謂撫繍呼に鑑っ…扇鍵に諭しN…
●

隠簾|垂懸雛鷺撫鰯善駕蕊r芽とも｜．
〈己
|幅杭設置｜協議が終わると用地境に杭を打ち､用地測斌を行う。

〈□〉
|用地取得｜用地交渉が成立すると契約､洲印を行う。

〈□〉
|工事｜

くじ
|完成’

期間20年（5年の据置期間を含む))、JHに分割払いするものとする。

図連結許可まで

ｲﾝﾀー ﾁｪﾝ

設置要望

〃
利 NTT資金

貸付申請･決定

遮股省群査

＜くノア
|連結許可申請｜連結道路管理者から建設大臣に対し申請

＜巳
|意見照会｜建設大臣よりJHに対し意見照会

、□〉
|連結許可||建設大臣より連結道路管理者に対し許可

国土開発幹線自動車道建設審議会 測量、閑査
設計協調

整備計画’ 一決定すること－
(1)連結位置

(2)連結予定施設

54



②用地契約実績一覧表(4)契約

工事請負等契約実績推移表（過去10年間）

ｲ）工事請負契約実績

索

(単位：百万円）

(単位：百万円）口）調査等契約実績

残額の支払い

(注)契約金額100万円以上を対象とする。

(5)用地

①用地事務の流れ

|説明会｜補償の概要説明（補償内容､補償金に対する税金の特別措置

●
|調査｜イ）土地所有者等を確認するための土地登記簿､公図､戸籍簿

且熱照聯………
|用地交渉｜土地格差の協議単価の発表､補償金額の提示

くり
|契約｜土地売買契約､物件移転補償契約等

云巳

|前払金の支払い｜契約額の7割以内の額
言□三

土地の

登記

吻件0

帖鴨
■

厩糸両
※延長は、平成11年3月末現在の施行命令延長

道路名

北海道縦貫自動車道

北海道横断自動車道

東北縦貫自動車道

東北横断自動車道

日本海沿岸東北自動車道

東北中央自動車道

関越自動車道

常磐自動車道

東関東自動車道

北関東自動車道

中央自動車道

第一東海自動車道

東海北陸自動車道

第二東海自動車道

中部横断自動車道

北陸自動車道

近畿自動車道

中国縦貫自動車道

山陽自動車道

中国横断自動車道

山陰自動車道

四国縦貫自動車道

四国検断自動車道

九州縦貫自動車道

九州横断自動車道

東九州自動車道

新東京国際空港線

関西国際空港線

関門自動：

沖縄自動：

東名（改

名神（改

東北道（改

中央道（改

追加I

車道

車道

築）

築）

1築）

築）
C

計

高速道路合計

一般有料道路合計

総合計

延長
(k､）

477

390

795

508

157

78

449

297

157

135

５
７
５
７
５
７
３
３
５

鉛
誕
狙
羽
７
銘
銘
竪
坐
363

18

222

274

428

０
４
４
７
９
”
一
一
一
一
一

２
２
８
６

9,006

9．006

9,006

契約実績(平成10年度末）

積
a）

2,724

945

4,917

3,166

399

179

3,203

1,533

774

343

3,943

2,258

935

948

43

０
７
６
８
７
０
３
３
０
６

０
７
７
９
８
４
７
２
５

９
５
３
１
３
３
１
７
７

り
Ｆ
ｆ
ｐ
９

Ｐ
Ｆ
ｒ
Ｔ

２
２
３
３
１
１
１
２
１
527

５
０
２

１
３
５

387

140

６
７
０
８

８
１
４
３
48,072

48,072

4,380

52,452

用地及び補償費
（億円）

1,145

358

4,804

2,287

425

321

５
３
８
０
５
５
８
９
３
０
６
０

１
２
１
２
２
１
１
９
９
９
０
７

９
５
５
３
１
１
８
７
１
９
３
２

９
１
３
，
？
Ｆ
，
ｐ

７
９
９

５
２
２
１
３
１
１
２
１
４
１
6,170

672

C O

3,031

2,542

1,744

1,876

私
６
釦

４
６
50

727

1,287

2,609

105

165

217

60527

60,527

11,310

71,837

壷～達
契約件数

契約金額

平元

4，685

889,112

2

4,612

809,686

3

4，389

751,354

4

4，724

902,520

5

4，599

963,671

6

4,440

910,661

7

4,624

1,036,034

8

4，411

1,116,870

9

4，167

1,110,499

10

4，298

1,305,701

壷～達
契約件数

契約金額

平元

6，330

111，834

2

5，886

88，538

3

5，461

103,089

4

5,470

109,838

5

6，366

132,759

6

6，274

128,110

7

6，603

152,685

8

6，601

166，924

9

5，908

154,742

10

6，030

136,022



④線形

自動車が走りやすい流れるようななめらかなカー式自然で無理のない起

伏を描くための線形を道路の設計に本格的にとり入れるようになったのは、

名神高速道路以来のことです。

直線ばかりの道路、あるいはジグザグや小さいカーブばかりの道路は自動

車の高速走行には向きません。運転の際に眠気をもよおしたり、疲れたりし

て危険です。

また、急な坂も危険が多く高速走行には適していません。

高速道路を設計するうえで、「線形」をどのように描くかは大変重要な要

素です。特に日本のように地形が複雑で制約の多いところでは、高速走行の

安全性を考えながら地形との調和を図り、併せて工事の経済性も考えなくて

はならないので苦心があります。

名神高速道路で採用されて以来注目を集めたクロソイド（Clothoid）曲線

は、自動車の走行に最も適した緩和曲線として、今日では高速道路の線形に

とり入れることは常識になっています。これはもともとドイツのアウトバー

ンで使われ始めたもので、直線と円曲線の間に徐々に曲率が変わる曲線を入

れ、急激なハンドルさばきをする必要のないようにしたものです。

高速道路の構造

道路構造別延長比率（平成10年度末現在）

総延長6,452.3kmトンネル

土エ4,948.0km（76.7％）橋梁

(6)

①

(8.9％）

(14.4％）

576-1km

928.2km

②幾何構造

高速道路は、自動車のための道路であり、できるだけたくさんの車が高速

でかつ安全に走れるように考えられて造られた道路です。

そのために、自動車以外の通行や人や動物などが入ることは禁じられ、高

速道路への出入りはインターチェンジに限られています。そして、他の一般

道路や河川、鉄道の横断箇所は、すべて立体交差となっています。

このように、通常の道路とはその機能が異なるため、高速道路には特有の

道路の幅や、曲り具合、勾配等の幾何構造が決められており、これに基づい

て設計されています。

幾何構造の構成要素

’

⑤横断構造

高速道路は、車がとおる「車道」と、非常事態のとき待避できる場所「路

肩」と、往復の流れを分離する中央分離帯などから構成されています。

高速道路の要件として、車道は片側2車線以上からなり、計画交通麓など

によって車線数及び車道幅員を決めています。

路肩は車道の外側にあって、道路本体の保護、あるいは運転を誤って車道

の外にはみ出した車に対する余裕と、故障のときの駐停車スペースとをかね

ています。中央分離帯は往復車線を分離して正面衝突などをさける役割のほ

か、植樹や防舷網を設けることによって夜間の対向車のヘッドライトをさえ

ぎる役割もはたします。わが国の場合は3，幅が標準になっています。

③設計速度

道路を設計するにあたって、車をどのくらいの速度で走らせるかをあらか

じめ想定して設計します。つまり、道路は交通量や地形的な条件、自動車の

性能などの制約を受けるわけで、どんなところでもまったく一定の速度で走

るわけにはいかないからです。

幾何構造を決めるうえでは、まず、この設計速度が基本となり、これに基

づいて横断構造や線形が設計されます。

鞭

構成要素

横断構造

線
形

平
面

縦
断

■
Ⅱ
，
日
日
■
印
■
Ｉ
ｌ

道
呼

道路中心線

(縦断的投影図）

中心線

的投影図）

解 説

J4二J上§を真横に切った断面

断面の構成要素の幅や形状をいう。

、豊竺【

o平面的にみた道i

･直線･円弧･緩和I

｡縦方向にみた道路の曲がり具合･勾配

｡直線･二次放物線から成り立っている。

の曲がり具合

線から成り立っている。



路肩車菰(3
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⑥暫定施工

暫定施工とは、初期投資額を節減する目的により、開通当初の少ない交通量に見合った車線数のみを

当初に施工し、高速道路網を早期に完成させる方法をいいます。この暫定施工には、当初2車線施工し、

完成4車線とする場合と、当初4車線施工し、完成6車線とする場合の2種類があります。

平面線形

b，6車線のうち当初4車線開通する場合a、4車線のうち当初2車線開通する場合
KA

クロソイドを用いた基本形
分離4車鐸閏潤

路肩車道(2車銀）分離譜車道(2車線）路肩

6章鶴開度．

I路肩，、車逝(3取綴）‘・分躍帯．，車道(3車線）,路肩，

’11'ii－ifIl
でク1頭|…||…||…,|蝿鳳|、ご、

側帯 側帯

ー一H-←

－－1if

／

寸
側
ゴ
ー
１
１
ト
路

十
帯
Ｉ

／／ 蕊、｜|、
縦断線形

路肩（2車綴）路肩

2車鯉開通

【a)片側を当初職鰐し2車線開通する堀合

側帯側帯

(b）6車線の中央部を4車線開通する埋合

緩和曲線
VCL=400m即

釦
釦
即

||車鯉|車線|鯛|率鰻'零
r一U＝-8Ⅱ』01I

ff

計
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6車録開通

分醗帯．.■■

車線】 車逝(3車綴】 窯?』=

11

0％’一
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(c）6車線の外側を4車線開通する場合

標準横断

軒

車道部

路肩車道中央帯車道路肩
保霞路肩保溌
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⑦標準横断面図（道路区分1種2級の場合）
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･長大柵とは橋長50m以上の橘梁
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幾何構造設計基準

道路区分

設計速度

最小曲線半径

標準般小値

絶対最小値

最急縦断勾配

標準値

絶対値

峨小縦断曲線半径(標準値）

凸型

11リ型

餓小視距

標準横断勾配

最急片勾配

最急合成勾配

片勾配すり付率

緩和曲線

ランプ設計速度

加速車線長(平行式のj跡合）

減速車線長(直接式の場合）

1級 2級 3級

120km/時 100km/時 80km/時

1,000m700m400m

630m410m250m

2％3％4％

（4聯（5聯（6聯

1ZOOOmlO,000m4,500m

6000m4,500m3,000m

210ml60mllOm

2％2％2％

（6激（6瀕（6灘

（鍬（鍬（6激
125012251200

クロソイド曲線を使用

40畑時40km時40km時

270m240m210m

200ml90ml60m

(片勾配すり付率は片側2車線で車道中心線を基準値とする場合）

(加減速車線長は、テーパー長を含む）

（）内は積雪寒冷地の場合に適用
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(7)高速道路の施設

昇
トランペット型

茨木

沼津他

Y型

仙台宮城

京都東他

唾且唾逼至一頭室画一=至埋選醒
平面Y型

片山津

四街道他
＝

ﾝ三斗トミ

毒害弓『

インターチェンジ

ダイヤモンド型

尼崎

金沢東他

、_〆弓,､、一一

ジャンクション

Y型

小牧

長岡他

タービン型

三郷他

クローバー型

鳥栖他

ロインターチェンジ・ジャンクション

インターチェンジとは高速道路の出入口、つまり一般の道路と連絡す

る施設のことをいい、高速道路相互を連絡する場合には通称ジャンクシ

ョンと呼び普通のインターチェンジと区別しています。

これらの型式は、地形や交通量に応じて各種のタイプがあります。わ

が国ではインターチェンジはトランペット型が比較的多く、ジャンクシ

ョンは小牧ジャンクションのようにY型が多く計画されていますが、鳥

栖ジャンクションはクローバー型です。

ロサービスエリア・パーキングエリア

高速道路は、インターチェンジ以外からは出入ができません。また、

道路上に自由に駐車や停車をすることが出来ません。そのため途中に休

憩する施設が必要です。

高速道路のオアシス的な役割をはたすサービスエリアは、およそ50～

150kmおきに設けられ、駐車場や園地、レストランをはじめハイウェイ

ショップ、お手洗、給油所、修理所などの施設が設けられています。

また、サービスエリアより規模の小さい休憩施設としてパーキングエ

リアがあり、駐車場や園地のほかお手洗、ハイウェイショップなどが設

けられています。パーキングエリアは、およそ15～351mおきに設置され

ています。

休憩施設については､周辺の都市公園等との一体的整備を図る施策(ハ

イウェイ・オアシス）が実施されており、現在、高速道路においては、

徳光P．A、砂川S・A，佐久平P．A等8箇所（H11.4.1現在）がオ

ープンしています。

ロバスストップ

路線バス専用の停留所。

高速道路上を運行する路線バスが専用に利用する停留所のことをい

い、本線に単独で設けられるもの、インターチェンジの中に設けられる

もの、サービスエリアの中に設けられるものなどがありま･す。

一

顕



(8)高速道路の安全設備

①防識柵

ガードレール、ガードケープル、コンクリート壁

などを主とした防護柵は、進行方向を誤った自動車

が道路外や対向車線に逸脱するのを防ぐ目的で設置

されています。また、防謹柵は、それ自体の変形や

移動によって衝突時の車の衝蝶を緩和する役割をも

っています。

②非常電話

事故の通報、故障のときの修理依頼などに使われ

る目的で、高速道路には約1kⅡ'間隔で非常電話が設

けられています。この電話は管制室に通じており、

ドライバーと道路管理者との間の重要な‘附報連絡施

設です。

③中央分離帯

中央分離帯は、往復交通を分離することによって

対向車線へのとび出しを防いだり、Uターン等を防

止して交通の流れを円滑にするとともに、対向車の

肱光防止のための施設や植樹等、通信用ケーブル、

路面排水のためのスペースにもなっています。

また、中央分離帯には、分離帯を乗り越えて対向

車との正面衝突事故を防ぐためにガードレールやガ

ードケーブル、コンクリート壁などを設けています。

I

蕊員一一

コンクリート壁

亨霊亀。
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SendallmyBglSa胞月旧制

④高速道路の標識

標識や可変′情報板などは、ガードレールなどのように

直接的な事故防止施設とは異なりますが、高速道路を利

用するすべての人にとって欠かすことのできない'情報を

提供する施設であり、事故予防の意味から重要な施設と

いえます。

なかでも、案内標識は道路の道案内として重要な施設

で、一般道路と区別するために高速道路に関する標識は

緑色を基調としており、運転者に高速道路の出入口を知

らせたり、自分の位置を確認させる役目をもっています。

出口案内の標識可変情報板
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(9)埋蔵文化財

①埋蔵文化財取扱いの手順
③発掘調査費（一般有料道路含む）

億円

(年度）

＜道路建設事業＞ ＜埋蔵文化財の取扱い＞

０
０
０
０
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０
０
０
０
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（年度）

④建設費と発掘調査費の伸びの比較
（高速自動車国道）

の協議

発
掘
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査

■
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②発掘調査箇所数等の推移（高速自動車道）
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9
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2管理

(1)通行料金について

回高速道路はなぜ有料なのか

もともと乏しかったわが国の道路ストックは、戦争中の道路の酷使とあいまっ

て全く荒れるにまかされており、敗戦後、連合軍による占領政策として道路の修

繕は緊急に行われることになったものの、国の財政の逼迫と未曽有のインフレに

より事業計画はかなり縮小されたものとなってしまいました。

そこで｢道路盤備費の財源等に関する臨時措置法｣が制定され、揮発油税が道路

に対する特定財源にされるとともに、建設省は昭和29年度を初年度とする第1次

道路整備五箇年計画を策定し、道路の整備が本格的に進められることになりまし

たが、国際収支の逆調や物価上昇等の理由によりかなりの制約を受けました。

当時の道路整備状況は､昭和31年建設省の要請で来日したワトキンス調交団が、

「日本の道路は信じ難い程悪い。工業国にしてこれ程完全にその道路網を無視し

た国は日本の他にない｣と痛烈に批判した程でしたが、このようなわが国の道路

を早急に整備するには国饗のみでは不十分でした。

このため、昭和27年に道路建設に必要な財源を資金運用部資金特別会計から借

り入れて道路を建設し、利用者から料金を徴収して借入金を返済するという考え

方の下に、道路整備特別措迩法（旧）が制定されて有料道路制度が発足しました。

その後、道路の整備を促進するために、広く民間資金の導入を図るとともに、

事業の総合的、効率的運営を図るために昭和31年、日本道路公団（JH）が設立

され、同時に旧措置法が全面改正されて現行の道路整備特別措置法が制定された

ことで有料道路制度は－1W整備拡充されました。

続いて、昭和32年には、JHが高速道路を建設することとなり、ここで高速道

路を有料道路として建設することが確認されたわけです。

有料道路制度の発端は､以上のように道路整備の緊急性と財源難によるもので、

高速道路の建設もこのような道路整備の一環として行われるものでありました。

このような必要にせまられた有料道路の背景とは別に、従来無料が原則であっ

た道路を有料制としたことに対する理論的な根拠として、新設された道路を通行

するものはその通行により特別の利益を受けることとなり、その利益が他の通行

しない人に比べて著しく大きい場合、通行する人、通行しない人を特定しない一

般国民の税負担で道路を建設するよりも、著しく利益を受ける人が負担する方が

公平の原則に適うという、いわゆる受益者負担の原則が取り入れられています。

画高速道路の通行料金

①料金決定の原則

高速道路の料金については、運輸、建設両大臣の認可を受けて決定されますが、

その決定においては、次の2つの原則に基づくこととされています。

(イ）償還主義

高速道路に係る料金の額については、道路整備特別措置法及び同法施行令によ

り、一定の料金徴収期間に得られる高速道路の全路線に係る料金徴収総額が、こ

れら全路線の建設費、維持管理費、借入金にかかる利息等の総費用を償うよう定

めなければならないとされています。

つまり、一定期間内に得られる料金収入によって高速道路の建設、管理に係る

費用を償う訳です。

これは、採算性確保の要請であり、「償還主義｣と呼んでいます。

(ロ）公正妥当主義

また、同法には、高速道路の料金の額は、「公正妥当なものでなければならな

い。」という基準が定められています。これを｢公正妥当主義｣と呼んでいます。

高速道路の料金は、お客様の支払能力、すなわち負担力を加味して決定されな

ければならないこととされており、具体的には、車種間に適切な料金比率を設定

するとともに、他の交通機関の運賃等を考慮しながら料金が決められています。

高速道路については、この他高速道路の利用効率を勘案しなければならないとさ

れています。

②プール制

昭和38年に名神高速道路の一部が開通して以来、昭和47年までは個別採算制の

もとに東名高速道路、中央同動車道等の高速道路約710kmの整備が図られました。

その後、我が岡の財政事購と道路整備の緊急性のもとで、計画的かつ着実に高

速道路の全国的なネットワークを整備する方策として、昭和47年3月の道路審議

会答申に基づき、個別採錬制に代え、高速道路の全路線の収支を合算するプール

制が同年10月から導入されました。答申によればプール制採用の理由は、以下の

とおりです。

(イ）高速道路は、本来各路線が連結して全国的な枢要交通網を形成すべきもの

であり、また実際問題として路線区分には幾分便宜的な面もあるので、その料金

設定に関しては、なるべく一貫性、一体性をもたせることが適当であること。

(ロ）建設時期の違いに起因する用地費、工事費等の単価の差異によって建設我

が影響を受ける状況のもとで、事業採択の時間的順序の違いから料金に差異が生

ずることを回避し、あわせて借入金の償還を円滑に行う必要があること。

寵



③内部補助の限度額

その後、名神高速道路、東名高速道路等先発路線のお客様から、これらの路線

の収入が過度に他の路線の内部補助にあてられているのではないか等の問題が提

起されました。

このような問題に対処する観点から、昭和60年4月の道路群議会の中間答申に

おいて、内部補助の限庇額は各路線毎に料金収入とIIil澱等を合わせた額程度まで

とすることを側安とし、この側安を超えないよう建股磯の節減及び国費制度の拡

充等の諸方策を識ずることが提言されました。

⑤料金徴収期間

(イ）有料道路の料金徴収期間は、適切な料金水準、効率的な悩還等を勘案して、

決められています。

(ロ）高速道路では、路線・区間ごとに建設費や開通日が異なるため、全路線を

代表する開通11を設定する必要があります。この各路線の開通Hを所定の方法で

平均した11を｢換筑起算日｣と呼んでおり、商速道路においては般初に全線開通し

た名神高速道路の全線開通日（昭和40年7月1日）を基準とし、その後の各路線

の開通日（建設中路線については、開通予定日）までの期間をそれぞれの建設費

の額で加重平均した日数により、換算しています。

高速道路の料金徴収期間は、このように計算した換算起算日を基準に定められ

ています。

300億円

総饗用

＝H9.3.11

総収入

牌－1／2以下一判

④国費制度の拡充

昭和56年7月の道路審議会の中間答申の考え方に沿って、高速道路の建設及び

管理運営に要する幾用については、国費制度の拡充が図られており、昭和58年度

からは横断道等4道、昭和62年度からは7道の資金コストが65％から3％に引き

下げられ、更に、平成元年庇九州横断道、平成5年度北海道縦貫道、平成6年度

東九州道、平成9年度11本海沿岸東北道・中部横断道、平成11年度東北中央道が

追加されています。

また、平成10年11月1611の緊急経済対策において早期施行命令・暫定2車線区

間の4車線化が位極づけられ、この大幅な前倒し盤備に対する採算上の措置とし

て、縦断道などの資金コスト3％道以外の路線についても一定期間、特例的に資

金コストを3％とすることが認められています。

（資金コストとは、有料･道路のお客様に料金という形で負担してもらう利息の

限度です｡）

〔資金コスト3％路線〕計13道

昭和58年度3％路線4道．四国縦貫向動車道
・東北横断自動車道・四阿横断自動車道
・東海北陸自動車道

・中国横断自動車道 平成5年度3％導入路線1道

・沖縄自動車道・北海道縦貫向動車道
平成元年度3％導入路線1道 平成9年度3％導入路線2道

・九州横断rI動車道・日本海沿岸東北、動車道
平成6年度3％導入路線1道．中部横断rI動順道
・東九州向動車道 平成11年度3％導入路線1道

昭和62年度3％導入路線3道．東北中央内勤車道
・北海道横断自動車道

〔換算起算日の算定例〕

x＝A路線l)MjmII十

64

○

○

6,000(億円・日)＋15,000(億円・日）

H9.3.1▲－

換算起算日(X）

H9.3.11
▲

H9-4.10H9.1.1

＝H9.1.1＋701.1

内部補助
(他の蹄線の収入から充てられる）

国 孜 料金収入

建設賛 利息 維持管理費

路線

Ａ
Ｂ
Ｃ

計

開通日

H9．1．1

H9．3．1

H9．4．10

A路線の開通日から各路

線開通日までの日数①

－

60日

100日

建設費

②

50億円

100億円

150億円

300億円

①×②

(億円･日）

0

6,000

15,000

21,000

50億円

100億円

150億円
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なお、料金水準については、プールに組入れられる路線の生ずる都度、その時

点における計算に従って既定料金の妥当性が検討されねばならないことになりま

す。しかし、あまり頻繁な、また、あまりこまかい料金変更を行うことは適切で

ないので、昭和47年3月の道路審議会の答申にしたがい、その時々の計算におい

て償還年限に前後それぞれ5年程度の1幅をもたせ償還年限が5年を超えて増減す

る場合に料金水準の引上げまたは引下げの措置を講ずることを原則としていま

す。

料金改定の経緯はP71～73のとおりです。

⑥料金体系

高速道路の料金は、原則として、全国画一料率制が採用されており、利用距離

によって課せられる可変部分と利用1回について課せられる固定部分から成って

います。なお、建設費等が著しく高く、その利用による受益がきわめて大きい長

大トンネル、海峡連絡橋及び大都市近郊については、特別な料金が設定されてい

ます。また、対距離料金制の例外として均一料･金制を採用している区間もありま

す。

⑦車種区分

高速道路の車種区分は、昭和47年10月から普通車、大型車、特大車の3車種区

分が採られておりましたが、昭和63年10月7日、道路審議会から｢高速自動車国

道の整備と採算性の確保について｣の答申がなされ、車種区分・車種間料金比率

の見直しが提言されました。この見直しは、料金負担の公平をより高める観点か

ら、①占有者負担の考え方、②原因者負担の考え方、③受益者負担の考え方を総

合的に勘案したものであり、この結果、軽自動車等、普通車、中型車、大型車及

び特大車の5車種区分となりました。なお、実施にあたっては、新しい車種間料

金比率に円滑に移行するため、段階的に激変を緩和する措置を講じた後、平成9

年4月1日より答申で提言された右表のとおりの車種間料･金比率となっていま

す。

⑧各種割引制度等

(イ）長距離逓減制

長距離利用を促進させ、中・短距離利用交通と併せて高速道路の効率的利用を

図るため、1001皿を超え2001,1までの部分について25％、2001qnを超える部分につ

いて30％の割引を行っています。

なお、一般有料道路の広島岩国道路または本州四国連絡橋公団の管理する有料

道路を介在する高速道路の利用については､長距離逓減制を継続して適用します。

(ロ）別納割引

大量利用交通を促進し、大口利用者の定着化を図るため、月平均1万円を超え

る利用がある場合その1カ月あたりの利用額に応じ次頁左上表のような割引を行

っています。

車種区分

軽自動車等

(0.8）

普通車

(1.0）

中型車

(1.2）

大型車

(1.65）

特大車

(2.75）

車種区分表

自動車の種類

･軽自動車・小型特殊自動車

･二輪自動車(側車付きを含む）

･小型自動車・普通乗用自動車

･けん引軽自動車と被けん引自動車(1車軸)との連結車両

･普通貨物自動車(車両総重量8ﾄﾝ未満かつ最大積載壁5ﾄﾝ未満で3車軸以下

･セミトレーラー用トラクタで2車軸

･マイクロバス(乗車定員11人以上29人以下で車両総重量8ﾄﾝ未満）

･けん引軽自動車と被けん引自動車(2車軸以上)との連結車両

･けん引普通車と被けん引自動車(1車軸)との連結車両

･普通貨物自動車(車両総重量8ﾄﾝ以上または最大積減量5ﾄﾝ以上で3車

軸以下､及び車両制限令に定める値以下かつ4車軸）

･セミトレーラー用トラクタで3車軸

･けん引普通車と被けん引自動車(2車軸以上)との連結車両

･けん引中型車と被けん引自動車(1車軸)との連結車両

･けん引大型車(2車軸)と被けん引自動車(l車軸)との連結車両

･バス(路線バス及び車両総重量8ﾄﾝ以上のもので乗車定員29人以下かつ

車長9海未満）

･普通貨物自動車(5車軸以上､車両制限令に定める値を超えている4車軸）

･けん引中型車と被けん引自動車(2車軸以上)との連結車両

･けん引大型車と被けん引自動車との連結車両で車軸数の合計が4車軸以

上及び特大車がけん引する連結車両

･バス(乗車定員30人以上のもの及び車両総重量8ﾄﾝ以上で車長9海以上

のもの(いずれも､路線バスを除く｡)）

･大型特殊自動車

頭
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別納割引率区分表 ハイウェイカードの概要

計；

(ハ）回数券割引

小口利用者に対するサービスの向上及び利用の定着化を図るため、均一制を採

用している道央道・札樽道、中央道、東京外環道、東名阪道、西名阪道、近識道

及び阪和道にlI1l数券を導入しており、また、対距離制の一部区間についても、本

制庇を試行的もしくは暫定的に実施しています。

(ホ）ハイウェイチケット割引

お客様サービスの向上、高速道路の利用促進及び地域の振興等を図ることをI1

的とし、地域のイベントや高速道路の開通など地域の特色に合わせた、1隆内動卓

等・普通車・中型車を対象車種とする割引（ハイウェイチケット）を平成8年10

月から導入し、20％以下の割引を行っています。

(二）ハイウェイカード割引

小11利用者に対するサービスの向上及び利用の定着化を図りキャッシュレス化

を促進するため、昭和62年12月から料金前払のハイウェイカードを導入し、右表

のような割引を行っています。当初、常磐道だけの運用でしたが、順次各高速道

路への導入が図られ、平成2年4月に全国の高速道路に導入完了しました。

●「パール・ロード伊勢・志摩」

・対象地域：名古屋<今伊勢・志摩

・対･象区間：東名阪間動車道（名･古屋西～亀山)、伊勢内勤車道（関～伊勢）

・実施期間：通年

●「瀬戸内・しまなみ周遊チケット」

・対･象地域：広島・岡山今四阿

・対象区間：山陽自動車道（五日市～岡山・倉倣JCT～早島)、岡山自動車道

（岡山JCT～岡山総社)、松山自動車道（川之江JCI,～伊.子)、高松自動車道（高

松西～川之江JCT・坂出JCT～坂出)、高知白動車道（川之江JCT～伊野)、今

治小松道路、西瀬戸自動車道、瀬戸中央自動車道

・実施期間：平成11年5月1日～同年10月31日（期間限定）

●「夏得ハイウェイチケット北チケット」

・対象地域：札幌<二>旭川

・対象区間：道央自動車道（札幌～旭川鷹栖）

・実施期間：平成11年7月10日～同年10月11日（期間限定）

●「夏得ハイウェイチケット南チケット」

・対象地域：札幌<ニゥ道南

・対象区間：道央内勤車道（札I幌南～長万部）

・実施期間：平成11年7月10日～同年10月1111（期間限定）

●「アクアライン往復チケット」

・対象地域：首都圏<今千葉

発売券種

1,000円券
3,000円券
5,000円券
10,000円券
30,000円券
50,000円券

利用可能額

1,000円

3，000円
5,200円

10,500円

32,500円

58,000円

割引率月間利用額

14,000円までの部分

14000円を超え70,000円までの部分

70,000円を

700.000円を超えl‘

1.400,000円を超え2．

2,800,000円を超え7,000.000円までの部分

7,000.000円を超える部分

!え700,000円までの部分

〕0,000円までの部分

〕0,000円までの部分

割引率

5％

10％

15％

20％

25％

30％

道路名及び区間

均一制区間

対距離制

区IIU(賦行）

対･距離制

区|Ⅲ(暫定）

道央遊･札樽道(札l晩南～札幌～札幌西）

中央道(商井戸～八王子）
東京外猟逆(大泉～三郷）

東名阪巡(名古腿～斜,』f屋西）

西楢|仮逝(天珊～芥芝､香芝～松原･長原）
近縦道(吹田～松脈）

阪和道(長原～岸和田和泉）

東京外環道･簡郁測速組合せ型

東名(東京～束縞川崎､東京～械浜青葉、

東京～枇浜町、､東京～厚木）

中国道(小月～下関）

山形道(縦谷～関沢）

山形遊(庄内あさひ～酒111）

伊勢湾岸遊(名古屋南･大府～東海）

(伊勢湾岸進路全線と併せて利用）

沖純道(許田～那覇）

車種

全車秘

全車種

j陸自動車等

普通車
中型車

全車種

全車種

全車種

全車種

軽自動車等

普通車

中型車

回数券(割引率）

9回券(10％以下）

241111券(16％以下）

100回券(19％以下）

30回券(19％以下）

53回券(10％以下）

11回券（8％以下）

60回券(16％以下）

11回券（約7％）

60回券（約15％）
100阿券（約18％）

60回券（15％）

60回券（20％）

9回券（約11％）

24回券（約17％）

100回券（20％）
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・対象瞳間：館山開動車道（市原～木更津南)、東京湾アクアライン、東京湾ア

クアライン連絡道

・実施期間：平成11年6月25,～岡年9月26日（期間限定）

●「備北・禰見周遊チケット」

・対象地域：広島今備北・石見

・対象区間：中岡自動車道（庄原～広島北JCT)、山陽自動車道（広島東～五日

市)、広島自動車道(広島JCI,～広島北JCI,)、浜田自動車道(千代田JCT～浜田）

・実施期間：平成11年7月17日～同年11月3日（期間限定）

<参考〉平成10年度に発行したハイウェイチケット

●「瀬戸内・四国周遊チケット」（H1Q45～H10jZ6）…対象地域：大阪<ニゥ岡山・

四阿

●「⑲札幌・旭川チケット」（H1”1～H10930）…対象地域：札幌<今旭川

●「東海北陸道夏割チケット’98」（H10.Z18～H10.10.18）…対象地域：名古

屋一奥美濃

●「備北・禰見周遊チケット」（HlaZ18～H10.11.3）…対象地域：広島<ﾆｳ備北・

打兄

●「磐越ワイド秋遊チケット」（H109.1～H10.11.30）…対象地域：首都圏一いわ

き・会津・新潟

●「能登・加賀・越前秋遊チケット」（H109.1～H10.11.30）…対象地域：大阪、

名古屋今金沢

●、HパスポートinNAGANO98秋」（H10｣9L1～H10.1130）…対象地域：首都

圏ぐﾆｳ長野

●「西九州遊蘭物語」（H10925～H1012.17）…対象地域：福岡一長崎

●「アクアライン往復チケット」（H10.11.22～H11.228）…対象地域：首都圏今

千葉

●「スキーハイウェイチケット広島・西中国」（H10.125～H11a23）…対象地

域：広島今西中国

●「〕HパスポートinNAGANO99冬」（H11.14～H11331）…対象地域：首都圏

今長野

●「湯沢・塩沢石打スキーチケット」（H11.1.13～H11.3.31）…対象地域：首都圏

今湯沢・塩沢

●「スプリングチケット宮崎」（H11.3.12～H116.11）…対象地域：福岡一宮l崎

※平成9年度までに発行したハイウェイチケット…13チケット（H8年度：3，

H9年度：10）

(へ）路蒲〔バス割引

高速道路上の公共交通システムの充実によって、沿線地域の人々へのサービス

向上を図る見地から、高速道路に設置されたバスストップのうち、概ね80％以上

に停車する路線バスの通行料金について、30％の割引を行っています。

(ト）障害者割引

障害者の社会生活における自立を支援するため、身体障害者手I限の交付を受け

ている全ての身体障害者が自ら運転する場合又は重度の身体障害者若しくは重度

の知的障害者が同乗し、その介護者が運転する場合における当該通行料金につい

て、50％以下の割引を行っています。

鋤
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高速道路料金水準（平成11年7月1日現在）
(対距離制）

対距離制 1キロメ－卜ル当たり料金の額（円）

車種
車種間料金

比率
普通区間

大都市

近郊区間

関門

特別区間

恵那山

特別区'111

関越

特別区間

嘘自動車鞭 0，8 19．68

普通］I［ 1．0 24．6

中哩IIE 1.2 29．52

大 型皿 1．65 40．59

特大］I〔 2．75 67－65

ターミナルチャージ

(均一制）

均一制

車狙

軽自動車等

普通車

中型車

大型車

特大車

巡央･札柿近

(札幌耐～札幌

～札帆西）

21．9km

300

400

400

550

950

中央道

(商井戸～

八王

25.81皿

500

600

700

1.000

1.650

子）

23．616 51．2 31‘488 31，488

29．52 64．0 39．36 39．36

35．424 76．8 47．232 47．232

48．708 105.6 64．944 64．944

81．18 176.0 108．24 108．24

全車種1台心1回の通行につき150円

利用1回当たりの料金の観（円）

東京外環近

(大泉～三郷）

29．6km

400

500

即10

850

1.250

東名阪泣

(名古屋～

名古屋

28．2km

400

500

600

800

1,200

西）

鮒粕阪近

(天刈～香芝）

14．6km

300

400

400

550

900

(行芝~松原･畏原）

13．5km

300

400

400

550

900

沖純自動車道

許田～石川間

16．784

20．98

25．176

34．617

57．695

近畿弛

(吹田～松原）

28．4km

400

500

500

750

10150

400

500

500

750

1．150

※特別料金区間

大都市近郊区間

川口～加須

（33.4km）

純馬～東松山

（39.4km）

三郷～谷田部

（30.3km）

湾岸市川～成田

（44.9km）

成田～新空港

（3.9km）

東京～厚木

（35.0km）

大津～西宮

（61.7km）

中国吹田～西宮北

（29.8km）

関門特別区間

下関～門司港

(4"3km）

恵那山特別区間 関越特別区間

園原～中津川 水上～湯沢

(22.0km） (26.0km）

’



篭

燕2平成7年4月10日
陣害者削引については、平成6年10月1日から実施

－

料金改定の経緯

現行認可(平成11年7月1日現在）項目 平成6年認可 平成元年認可

1．料金の額

(1)料金水地と車種間料金
比率

軽自動車等19.68円／km＋150円
（0.8）（ターミナルチャージ）
普通車24.6円／km＋150円
（1.0）

中型車2952円／hl＋150円
（12）
大型車4059円／km＋150円
（1.65）

特大取6Z65円／km＋150円
（2975）

料金水準で鮮出された結果に1.05を乗じる｡(H941～）
全ての区IMIで50円地位の料金(24捨25入により端数処理）

軽自動車等19.68円／1,1＋150円

（0.8）（ﾀｰﾐﾅﾙチャージ）
普通車24.6円／l皿十150円
（1.0）
薮1中型車2952円／km＋150円
（12）

蕊1大型車4059円/'1,1＋150円
（1.65）
特大取廊65円／i､＋150円
（2.75）

料金水準で算定きれた結果に1.03を乗じる。
全ての区11Uで50円単位の料金(24捨25入により端数処理）

軽自助寧等184円／km+150円
（0.8）（ターミナルチャージ）
醤通車23.0円／hr卜150円
（1.0）

中型車2438円／、+150円
（1.06）
大型車35.65円／k､+150円
（1.55）
特大車6325円／1m+150円
（275）

料金水準で算定きれた結果に1.03を乗じる。
全ての区冊で50円単位の料金(24桧25入により端数処理）

消費税率の引上げに伴う消費税転嫁1.05への変更に
よる料金改定は平成9年3月腿可を受けて平成9年4
月1日に実施。

(2)消費税の転嫁

(3)料金の単位と端数処理

(4)短区Ⅲ料金の取り扱い 普通''1料金で400円（大都市近郊区1111においては、
700円）以下の区間については､軽自動11蝿を除き旧
料金に据え世く。

2．4糊I料金

(1)関門特別区間

(2)恵那山特別区間

(3)関越特別区問

い)大都市近郊区間

普通車64円／km

下関～門司港緋通]11350円
普通車3936円／km
園原～中津川瞥通叩1,050円
普通車3936円／km
水上～湯沢普通車1,250円
普通車2952円／l皿
川口～加須練馬～東松山
湾岸市川～成田成田～新空港
大津～西宮中国吹田～西宮北

普通車64円／km
下関～門司港普通車350円
普通車39.36円／km
Iml原～中津川普通車1．050円
同上
水上～渦沢普通車1.200円
普通車29.52円(24.6円／、の1.2倍）
川口～加須練馬～東松山三郷．-谷田部
湾岸市川～成田成田～新空港東京～厚木
大津～西宮中国吹田～西宮北

普通11〔64円／km
下関～門司港普通車300円
普通班36.8円／血
圃原～中津川普通車1，000円
同上
水上～柵沢普通車1.150円
瞥通耶況6円(230円／血の12倍）
川口～加須練馬～東松山三郷~谷田部
河岸市川～成田成田～新空港東京~厚木
大津～西宮中国吹田～西宮北
耕通耶184円／1m
えびの～栗野えびの～都城

勝田～石川(17.36円／l皿)(S62.10.8～）
近野西～備前長崎多良見～大村(19.6円／k､）

普通IIZ400円

三郷～谷田部
東京～厚木

(5)交捌景倣少区間

(6)東関東自動車道
湾岸市川～宮野木
(7)沖細自動車道
貯田～石川
〈8)遊東自動車道
十勝清水～池田
(9)山形自動車道
庄内あさひ～酒田
側山形自動車道
関沢～笹谷

普通車20.98円／km

十勝浦水～池田普通唯1‘100円

庄内あさひ～酒田普通車800円

笹谷～閲沢排jm]I［200円

普通車20.98円／1m

瞥通車200円
3‘均一料金

5．突施時期

札幌南～札幌西
高井戸～八王子
大泉～三郷
名古屋～名古屋IJIi
天理～香芝
香芝～松原･長脈
松原～吹田
長原～岸和田和泉

普通車
普通車
普通車
普通車
普通車
普通車
普通車
普通車

札幌南～札幌西
間井戸～八王子
大泉～三郷

名古屋～名古屋西
天理～香芝
香芝～松原･長原
松原～吹田
長原～犀和田和泉

普通収
普通躯
普通噸

普通JIK
普通叩
普通噸
普通車
普通11［

札幌1W～札幌

商井戸～八王子

柵洲東～名古屋西
天理～香芝
香芝～松原･長原
松原～吹田

普通車

普通叩

普通叩
普通叩
普通車
普通車

200円

500円

250円
300円

300円
400円

(1随央･札樽自動車道
(2)中央自動車道
(3)東京外現自動車道
(4)東名阪自動車道
(5)西名阪自動車道

【6)近畿自動車道
(7)阪和自動車道

円
円
円
円
円
円
円
円

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

４
６
５
５
４
４
５
５

400111

600円

500111

500円
400円

400円

500円
500円

4‘側引制度
【11長距雄逓減制 100kmを超え2001qnまでの部分について25％、200kmを超

える部分について30％割引
笹谷ﾄﾝﾈﾙ､広島岩国道路、本州四国連栽橘公団の
管理する有料道路を介在する場合は､継続して適用する。
月間利用額1.4万円を超える7万円までの部分5％
（同械にして）
7万円超～70万円10％
70万円超～140万円15％
140万円超～280万円20％
280万円超～700万円25％

700万円超～30％
均一lIlU区川(道央・札樽､中央､東京外環､東名阪、
両名阪､近俄､阪和）
対距離伽区間(東京～東名川崎、東京～枇浜、東京
～厚木､小月～下関、許田～那刑）

100kmを超え2001皿までの部分について25％、200kmを超
える部分について30％割引

1001皿を超え200hmまでの部分について25％、2001皿を超
える部分について30％側引
広島岩国道路、本州四国連結橋公団の管理する有料
道路を介在する場合は､継続して適用する。
月間利用額1.4万円を超え7万円までの部分5％
（同様にして）
7万円超～70万円10％
70万円超～140万円15％
140万円超～280万円20％
280万円超～700万円25％
700万円超～30％
均一制区Ⅲ(逝央・札樽､中央､東京外環､東名阪、
西名阪､近脳､阪和）
対距離伽区I1U(惟谷～Ⅲ沢(H10.7.1～)､庄内あさひ
~酒田(H9,1030)､東京~東名川崎､東京~枇浜青葉(H
10.3,20～)､東京～枇浜町Ⅲ､東京～厚木､名古屋南・
東海～大府(H10.5.1～)､小月～下関、詐田～那珊）
5，000円券(利用可能額5‘200円）
10.000円券(利用可能額10‘500円）
30.000円券（利用可能額32‘500円）
50.000円券(利用可能額58’000円）
･対象車菰軽自動J1〔等､普通J1[,中型車
･割引率20％以下
･期間賦行的騨入の場合は概ね3ケ月以内
･その他往路又は復Hiの利用距離が概ね40m以上で､地

域援側､利用者の利便性､利用瑚進に資すること。
適用区IIli･割引串はり噸に届出。

パス･ストップの概ね80％以上に停車する路線パスに対
して30％削引

身体障害者手帳の交付を受けている全ての身体隙害
者が自ら巡娠する珊合又はⅢ度の身体障害者若しくは
重度の知的陳智者が同乗し、その介護者が運転する
場合について、50％以下の制引

月1111利用額1.2万円を超える6万円までの部分5％

（何棟にして）
6万円超～60万円10％
60万円超～120万円15％
120万円超～240万円20％
240万円超～600万円25％
600万円超～30％
均一|M1区1111（道央、中央、東名阪、西名阪、近畿、
阪和）
対距離IIiI区間(東京~東名川崎、東京~枇浜、東京
～厚木､小月～下関、許田～那覇(S62.10.8～)）

【2)別納割引

(3)回数券割引

5,000円券（利用可能額5,200円）
10’000円券（利用可能額10,500円）
30.000円券(利用可能額32.500円）

5,000円券（利用可能額5,200円）
10,000円券（利用可能額10,500円）
30.000円券（利用可能額32,500円）
50.000円券（利用可能額58.000円）

(4)ハイウェイカード割引

(5)ﾊｲｳｪｲチケット割引

パス・ストップの概ね80％以上に停車する路線パスに対
して30％側引
上肢、下肢又は体幹の不自由な身体障害者自らが巡
娠する自家用自動車等で､自己又は生計同一者が所有
するものについて､50％以下の割引(S61.121～）

パス･ｽﾄｯプの概ね80％以上に停車する路線パスに対
して30％剛引

身体陳審者手帳の交付を受けている全ての身体陳智
者が自ら巡転する場合又は重度の身体陳答者若しくは
虹度の粉神薄弱者が同乗し、その介謹者が巡賑する
場合について、50％以下の割引

(6)路線パス割引

【7)障害者割引

平成元年6月1日
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料金改定の経緯

項目

1．料金の額

l)料金水準と車種間料金
比率

(2)消盤税の転嫁

(3)料金の単位と端数処理

(4)短区間料金の取り扱い

2．特別料金
(1)関門特別区側

(2)忠那山特別区、

(3)関越特別区間

4)大都市近郊区間

15}交通量僅少区間

(6旗関東自助車道

湾岸市川～宮野木
I7I沖細自動車道

許田～石川

(8)道東自動車道
十勝消水～池田
(9)山形自動車道
庄内あさひ～酒田
(Icl山形自動車道
関沢～笹谷

3．均一料金
11)道央･札樽自助東進
(2)中央自動車道
(3)東京外環自動車造
(4)東名阪自動車道
(5)西名阪自動車道

(6)近畿自動車道
17)阪和自動車道

4．割引制度

【1辰距離逓減制

(21別納割引

(3)同数券割引

(4)ﾊｲｳｪｲｶー ド割引

(5)ﾊｲｳｪｲチケット割引

(6)路線パス割引

7)陳害者割引

5．実施時期

昭和60年認可

普通車2L7円/'km+100円
(1.0）（ターミナルチャージ）

大型］I［32.55円'.km+100円
(1.5）

特大］I〔59.675円′km+100円
(275）

100円単位の料金
但し､450円以下の近距離区IIIjは50円』'1位の料金
(最低料金は､200円）

普通車64円k、
下関～門司港耕通】!〔300円

普通車34.72円／k、
飯田～中津川幣通11〔1'400円
同上

水上～湯沢普通車1，100円
普通車26.01円(21.7円／kmの1.2倍）
浦和～加須練馬～東松山三郷~谷田部

湾岸市川～成田成田～新空港東京～厚木
大津～西宮中国吹田～西宮北
普通車1736円／k、
碇ヶ関～青森三、川之江～土居
えびの～横川えびの～都城

竜野西～備前促崎多良見～大村(19.6円k､）

普通車400円

札幌南～札幌笹通取200円
高井戸～八王子替通血500円

天理～香芝普通車300円(S58.4.1～）
香芝～松原普通唯300円(S58.4.1～）
吹田～東大阪普通唯400円

100kmを超える部分について25％割引

月間利用額1万円を超える5万円までの部分5％

(同様にして）
5万円超～50万円10％

50万円超～100万円15％

100万円超～200万円20％
200万円超～500万円25％
500万円超～30％
均一制区'111（逝央､中央、西名阪､近般）
対距離l1jI区'111(東京～東名川崎、東京～枇浜、東京
～厚木､小月～下lNl）

バス･ストップの概ね80％以上に停耶する路線バスに対
して30％割引
下肢又は体幹の不自由な身体陳瞥者自らが逆転する
自家用自動]Ifで､自己又は生計同一者が所右するもの
について､50％以下の制引

昭和60年10月1日

昭和57年認可

普通血19.6円／l皿十100円
(1.0）（ターミナルチャージ）

大型車29.4円／1Km+100円
（1.5）

特大車53.9円／km÷100円
(2.75）

100円単位の料金
但し､450円以下の近距離区'''1は50円jlL位の料金
(般低料金は､200円）

普通車64円／k、
下関～門司港普通車300円

普通車
飯田～

33‘77円／km

中津川普通車 1,400円

普通車23.52円(196円／I虹lの1.2倍）
浦和～加須練馬～東松山柏～谷田部
湾岸市川～成田成田～新空港〕I〔京～厚木
大津～西宮中国吹田～西宮北
普通車16.6円／、
碇ヶ関～帝森
溝辺鹿児島空港～都城

普通車400円

高井戸～八王子瞥通爪500円

天理～香芝普通唯250円(S56.z1～）
香芝～松原普通IIf250円(S56.m～）
吹田～東大阪北普通車350円

100kmを超える部分について25％剖引

月間利用額1万円を超える5万円までの部分5％

(同様にして）
5万円超～50万円10％

50万円超～100万円15％
100万円超～200万円20％

200万円超～500万円25％
500万円超～30％
均一制区冊（中央、西名阪、近般）
対距離制区'111(東京～東名川崎、東京～枇浜、小月
～下関）

バス・ストップの擬ね80％以上に停車する路線パスに対
して30％剣引
下肢又は体幹の不自由な身体陳誓者自らが運転する
自家用自動班で､自己又は生計同一考が所右するもの
について､50％以下の割引

昭和57年6月1日

昭和54年認可

普通車16.6円／1,-100円
（1.0）（ターミナルチャージ）

大型】I〔249円／km+100円
(1.5）
特大車45.65円／I皿十100円
(275）

100円』'1位の料金
但し､450円以下の短距離区間は50円単位の料金
蝿低料金は､200円）

排通]|［64円／k、
下IMI～門司港普通車300円
幣通車28.6円／l皿
飯旧～中津川普通車1,200円

普通叩19.92円/k､(16.6円/l皿の1.2倍）
岩槻～加須練馬～東松山宮野木～成田
成Ⅲ～新空港東京～厚木大津～西宮
中国吹田～西宮北
普通]I〔11.62円／、
榊辺鹿児烏空港～鹿児島北

えびの～商原

商井戸～八王子普通車400円

吹田～東大阪北普通車300円

100kmを超える部分について25％制引

月1111利用額1万円を超える5万円までの部分5％

(同嫌にして）
5万円超～50万円10％

50万円超～100万円15％

100万円超～200万円20％
200万円超～500万円25％
500万円超～30％
均一IljﾘIXlIlj(中央､近畿）
対距離Ⅲ区iIlI(東京～束名川姉、東京～横浜、小月
～下側(S53‘1．1～)）

パス･ストップの擬ね80％以上に停車する路線バスに対
して30％削引
下肢又は体幹の不自由な身体陳害者自らが運転する
自家用乗用車で、自己又は生計同一者が所有するもの
について､50％以下の割引

昭和54年8月1日



一

料金改定の経緯

ヨ

項目
1．料金の額

(1)料金水地と車狐問料金
比率

(2)消劉税のl脹嫁

(3)料金の単位と端数処理

(4)短区冊料金の取り扱い

2．特別料金

(1)関門特別区Ⅲ

(2)恵那山特別区間

(3)関越将別区Ill

(4)大都市近郊区側

(5)交通戯倣少区間

(6)東側東自1mIIII進

湾岸市川～宮野木
(7)沖細自助血道
許田～石川
(8)道東自IMIIIｴ逆
十勝消水～池田
(9)山形自動]Ij:造
庄内あさひ～酒田
⑩山形自動車逆

関沢～笹谷
3．均一料金

(1)道央･札樽自励車道
(2)中央自動車道
(3)東京外猟自励車道

(4)東名阪自肋車道
(5)西名阪自助車道

(6)近俄自動車逆
(7)阪和自動]|K造
4．割引制度

(1)長距離逓減制

(2)別納制引

(3)回数券制引

(4)ﾊｲｳｪｲｶー ド伽引

(5)ﾊｲｳｪｲチケット削引

(6)路線バス制引

(7)障害者削引

5．実施時期

昭和50年認可

普通車13.0円／km+100円
（1.0）（ターミナルチャージ）

大型車19.5円／kIn+100円
(1.5）

特大車35.75円..'km+100円

(2.75）

100円単位の料金

普通車64円／k、

下関～門司港普通車300円

普通車15.6円/kIn(13.0円/k､の1.2倍）
岩槻～加須紳馬～東松山高井戸～八王子
宮野木～成田成、～新空港東京～厚木
大津～西宮中国吹田～西宮北
普通車9.1円／kIn
加治木～薩摩吉田
えびの～高原

｜
’

門真～吹田普通111200円

l001qnを超える部分について25％割引

月間利用額5万円を超える50万円までの部分5％

（同様にして）
50万円超～100万円10％
100万円超～200万円15％
200万円超～500万円20％
500万円超～25％

均一制区冊(近縦）
対距離制区間(東京～東名川崎､東京～検浜）

勇
秒

バス･ストップの概ね80％以上に停車する路線バスに対
して30％割引

昭和50年4月1日

昭和47年認可(プール制導入）

普通車8．0円／l皿

(1．0）

大型車12.0円／km
（15）
勝大車220円′k、

(2.75）

50円単位の料金

(岐低料金は、100円）

普通車9.6円／km(8.0円／kmの12倍）
岩槻～加須宮野木～成田
成田～新空港東京～厚木洲布～八王子
大津～西宮吹田～宝塚

－

－

－

－

門真～吹田普通車150円

lOOkInを超える部分について25％削引

月Ⅲ利用額5万円を超える50万円までの部分5％
(何様
50万円超～100万円7％
100

200

万円超～200万円
万円超～

均一制区間(近畿）

10％

20％

昭和47年10月1日

摘 要

※1平成6年概可においては

中型車H7,4.10～26076円／km(1.06）
H8.1.16～27.798円／l皿(1.13）
H9.1.16～29.52円／km(1.2）

大型車H7.4.10～38.13円／km(155）
H8.1.16～39.36円／、(1.6）

H9.1.16～40.59円／k､(1.65）
但し、H9.1.16実施予定の料金改定については

H8.12許可によりH9.4.1に延期

消賀税の職嫁(H元.6.1～）
料金所での渋洲の級和､業務の合理化のため

建設饗が商く受撚が極めて大きいため
関門ﾄﾝﾈﾙとの交通戯の適正配分(S48.11.14～）
建設製､維持笹理捜が他区間より高く､受益も大である
ため(S50.823～）

同上(S60.10.2～）

建設費が尚く受益が極めて大きいため(S47.10.1～）

低料金による利用の促進のため(S50.41～）

京葉道路との交通斌の適正配分(S5Z4､27～H7.4.9）

料金引上''1Nの級和を例るため(H7.410～）

割安料金による利用促進を図るため(H9.7.1～）

同上(H9.10.30～）

高速道路細入にともなう暫定措置(H10.7.1～）

lii燕
，淀.÷

交通処理の円↑I卜化による利用者サービス向上､環境保
全対策の促進､料金徴収事務の省力化(S45.3.1～）

長距離利用の促進(S44.3.31～）

大口利用者の定諦化のため(S41.4.29～）

小口利用者に対するサービスの向上等のため
（S45.3.1～）

〔横浜ICは横浜町田ICに名称変更(H9.4.1～)〕

小口利用者に対するサービスの向上のため

弘（S6212.1～）

地域振興､利川者の利便性､利用増進を図るため
（H8．10‘4～）

高速道路上の公共翰送の充実のため(S504.1～）

障害者の社会経済的自立の支援のため(S54.6.1～）

※2中型､大型JIfの車柾間料金比率の
段階的解洲はH81.16及びH9.4.1に実施
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（平成11年7月111現在）
般有料通路

道路別料金収受方法一覧表

|方式料金機械’

(2)料金収受業務（方式及びシステム）

料金収受業務は、有料道路特有の業務であり、お客様への

JHの窓11として接客性が高く、また収受した料金収入はJ

Hの業務収入の根幹をなすものです。このため、迅速かつ正

確に、定められた料金を収受することが要求されます。

料金収受の方法は、原則として各有料道路の料金体系（対

距離料金制、区間料金制及び均一料金制）に従って、最も効

率的かつ正確に、料金を徴収する方法がとられています。

料・金の設定区間が一つだけの道路であれば、どんな料金体

系であっても、その道路の一端又は中間に料金所を設けて、

出入りする通行車からその都度料金を収受するのが最も迅速

かつ簡単な方法です（単純徴収方式)。また、全国的なネッ

トワークをなしている大部分の高速道路においては、料金体

系も対距離料金制であるため、入口で通行券を発券し、出口

で通行距離、利用車種によって異なる料金を迅速に算出し、

徴収する方式をとっています（入口発券方式)。

この入11発券方式の媒体として、昭和38年の名神商速道路

の開通以来パンチカードを用いてきましたが、開通区間の延

伸に伴う多様な料金に対応し､併せて統計諸業務の能率向上、

機械の保守・点検業務の効率化を図るため、より高度な媒体

として昭和55年から磁気カードの導入を進め、昭和63年をも

って全国の高速道路への導入が完了しました。

磁気カード方式の全岡導入により、車種区分の細分化や

様々な支払手段への対応が可能になるなど、より質の高いサ

ービスを提供できるようになりました。

また、入11発券方式の道路のほとんどの料金所で入画の自

動発券を、単純徴収方式の道路の一部の料金所で自動収受を

導入し、料金収受の経費節減を図っています。

さらに、今後は料金所渋滞の解消、料金支払のキャッシュ

レス化及びノンストップ化による利便性の向上、管理費の節

減等を似lる新しい料･金支払システムとして、ETCの整備を推

進することとしています。

厩速3，1路

松田圃mij車遮
f駒沢ｲ茂手適確
＝”宜動ﾕ砿造
仙台車部道路
京鋼道jfif(千華延『～喋錘）
千梨束金遮障矛
率〕託湾アクアライン述締逝
板f脆恢易11賀遮畷
図央迩
伊勢滝聞&自動ｴ江遊
f妊禰f必識ﾇ丘躍
fIIrf奨伽坊逝路
広斑岩函遁Rff
海松日勤ｴ砿遊
宇f』E別府道路
雨九州自動車道く八代日奈久逝雌＞

迩昌鮭自動車適（礼l鵬耐～延万部､札1M&～ﾉIIL川鵬ｲ側〕
東北白mil車道
八房『自動車逝
欲爾白動車道
山形自劾率遠く宮城川峨～匹『川）
磐氾Z自鋤車道
椛鰐白亙り平造
双関率自動平遮(習志mr本純～潮来〉
斬空f醤自動平迩
館山自動〕江近
間趣自動平逝
_上値越臼Znbm鼠丘
中央自動車鼠厘(八霞手本”～小吐車〉
狸&唾自mItI平近
束名浪5諏罪r壁
名神満蓮遁路
双海二化津白動率遊
：l上陸白唖章堂宜
伊勢湾岸自動耳ｴ逝
』に名睦自動平逗（名古風西～虹山）
伊勢自重b率遠
近堅白動率逝《1大江1本趣》
雁Z剤11画動平逝(岸禰1四本緬一i雌1打〉
間露乞雲5聖自動ﾕﾘ草画
舞輯3自助珂唾近
中r更1向鋤珂正逝
uI鴎自動叫巧立
米子白亜I率遠
岡山自亜b車遮
浜函向1mb率蛍宜
睦:烏自璽力車遠
海を公自動車遣
窓知菖璽ij車道
掻山白動軍逝
鯉局自璽ij率這
間門総
九州自動車蓮（皿肥局』上を脆く）
商峨日勤平逝
延鰯白亜j車五
欠分自動車逝
沖j制､宮miI車逝

l滋貧Cカー族〃.3N§

I

軸F迩忙制軽;杓12缶〔京壷兵jlI1h齢_'三りをl嘘く〕乎呼うmfmオf潔食万韮吃

深ﾉ11慨町圏I肋珂工韮王

日商自皿j率遊
百｢石『誼l醍
米f尺1村函遮路
日光宇那種r這促各
新滞り樫JII擁
取水JEr壷睦
衷型迩畦(市川～誕石）
画諏j砿山哉丘略
取氷i7yアクアライン
砿氷バイク竃ス
八ｺ三諺バイパス
極浜窺『逝
雄三〕髄浜這睦(京浜川鰯_上り）
新湘I耐バイパス
西説Iバイパス
小圧1,5〔､漢木遣路
緬裡累斤逝
J舞麺逝略
率油『圭寺$抑逝躍
四富・1.3fr畦
X騨撰バイパス
弛卜jIIバイパス
盤、バイパス
f兵名バイパス
遵:川桧
中郎縦貫臼mIj率遠く強号房岬逝路＞
中部縦斌自動車道く抽糎岬近lf缶＞
$胡祁『&竹I醍
京都縦童自、』J車道く京都丹波迩蹄＞
万て滋バイパス
京奈和EIpul車道く京奈逝路＞
錐二神明適促缶
姫Bffバイパス
太子冠､nFバイパス
山険遮
塊水近火棚W
広厨呉逝I端
関門トンネル
若戸大綱｝
ﾉL司巨山バイパス
椎、銅r睦
西プL州自動率遣く武雄佐・雌爆迩蹄＞
西九ﾀ州自動車遠く佐世保迩蹄＞
狼帥苛バイパス
Z退岡1判適嘩
flhl人進路
耐九州画、bﾕ拡遮く皿児燭遮雌＞

レシート発行ﾉ5『式
又は替掘掘行恥方式

遮央自動車道（均一I式I川）

札1獄白亜ij車道
道束自璽か車道
山形白画血軍蓮《窪内あぎひ～f画皿】
東京夕卜家白亜J車遊
収函率自動車道（澗州&習・骸野）
中央自動車道(均一厨KII、
収名睡白動率ﾖ画く均・区、）
罪“画動取遮（吹田本銀を脆く）
西名阪向動]W[廻
匪和自動車遊(均一暁11,
ﾉL州白Ztb率迩（皿児烏北）

単
純
徴
収
方
式

72
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I

磁気カード方式料金収受機械
入口で通行券を発行し、出口で通行距離・利用車種によって異なる料金を収受する方式（入口発券出口収受方式）を

採っている道路には、「磁気カード方式料金収受機械」が標準システムとして採用されています。このシステムは

昭和55年から導入が開始され現在に至っています。また、ほとんどの料金所において入口車線に通行券の

自動発券システムが採用されています。

縮

通行券発券槻

出口車線[車両検知装置］

ﾖ忌謹蕊剰

書発行樫

一ド処理樫
■
一
■
Ｄ
■
■

システムの特長
磁気カード方式料金収受機械システ

料金収受を行うために開発されまし

●料金収受業務の効率化・適正化

①料金収受業務が正確・迅速にでき

②種々の通行料金支払方法（現金、

クレジットカード、船車券など）

③無効カードの検索・不正通行の抑

④通行券自動発行機の設置により通

⑥データ収集の即時性、省力化、信

①オンライン処理によりデータ収集

②データ管理・機械保守業務の効率

③集計データなどの二亜:化保存によ

踏板(4接点）

踏板(4接点）

ハンドル車用発行槻

雪琴

ｌ

ｌ

Ｌ

Ｉ

■

■

■

■

■

己

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

。

言二≧這巽
＜

車長検知器一

車高検知器

別装置］



レシート発行方式料金収受機械
道路の一端または中間に料金所を設けて、出入りする通行車からその都度料金を収受する方式（単純徴

収方式）を採っている道路には「レシート発行方式料金収受機械」が採用されています。また、交通量

の少ない料金所などでは通行料金の収受を自動化した料金自動収受機を導入し、料金収受業務の省力化

を図っています。

74

車狐判別用踏板

~

有人車線機器

有人車線の機器は、領収番の発行と通過台数の計測という比較的シンプルな機能の料金収受機械システ

ムです。

車種区分など、各道路における制度の違いによってシステム構成を変えることが出来ます。社会的ニー

ズに柔軟に対応出来ることが、このシステムの最大の特長と言えます。

無人車線機器
通行料金の収受をI‘l肋化したシステムで､通行料金が11;しく支払われているかどうかなどのチェックは、

料金自動収受機自体の装悩のほか、遠隔監視カメラ（ITVカメラ）で行います。

信号灯(2灯式】

装腫］‐

に長検知器
オプション）

I程M瞳翻

旨号灯(1灯式）

データ入力機

禦圭三…霊備。

…裳墨塞室塗
ｵーバーﾊﾝグ検知器」

‐

□ 集計処理装置
《料金所》

「
『一

）

雪
乙

画像処理装置（オプシ

ラL｣雲f重_L"儲？“
）

[発進検知装置I 国

国&ﾐg ミェミ踏板(4接点】 料金自動収 受

目
■

星三三毒＝ ＝

信号灯
(2灯式）

9画

〆掴他棚

「(ｵプｼﾖﾝ）

;塾皇室
ブース収受槻

車高検知器

L率諌
ITVカメラ

進制御槻

:器

ハイウェイカード処理樫

画 領収書発行樫
■
ｑ
■
．
《
■
■

車両分離器

I



管理

[運用箇所総数：141箇所］

’

(31

液

交通管理業務

[計：2箇所］
Ⅱ計：3箇所］

〈

東大阪ICT付近
千莱北IC付近、酒々井PA付近

吹田JCT付近、
習志野TB付近、

く非常電話＞

(…の豊聯弓
(一般遜行署）

(ﾍ'コブ'二)‐

(J…哩隊パリ

(警察ﾌﾏーFγ

(土木巡り

(雷＊遜心

(料金脈珂卜

(情婦作蕊脅今
料金所･その他

近継目_mbIIf道
東関東自動加逝

S・A．P
道路案内

、 砺話

事故等の当砺

↑
厘高

速
道
路
の
管
理
系
統
図

一般通行 (指令）稲稲

塾情報収集

（指令） ヤ (澗隣･款懲）
ヘリコプタ

洲防‘

コユ鶴 稲報提供等

中国同動耶遊

、

中国吹田IC付近、西宮名塩SA付近、加西SA付近、勝央SA付近、大佐SA付近、本郷
PA付近、吉和SA付近、美唯SA付近［計：8箇所］

JH交通管理隊パ
]H支社・管理局等

放送ラジオ・テレビ

道路憎報板

時間専用情報板

日本道路

二〉計交通管制室ト警察 交通情報交通符制宅備報収集

ハイウェイラジオセンター

(ﾚｯｶー会句レッカ土木巡 ハイウェイ情報ターミナ ル

トンネル内放送

テレホンサービス

図
雪氷巡

ハイウェイガイド

ビラ配布

お知らせ板等料金所
ノ、

’

清掃作業者

（
道路パトロール、道路股側保守
車限取締、雪氷対策、維持、消
掃、料金収受等 ）

高速 道路交通審察隊

出動

[計：4箇所］

＆
匡
唖
極

） 園鼎忠象 台
*

料金所 ←

長浜IC付近、富山IC付近、上越IC付近、栄PA付近（上り】

L”r、

北陸自動耶逝

Hf動

岸
房
』

現場処理
車両感

、〆

規則、事故処理、交通整理

負傷者救護搬送、故障修理

邸故車・散乱物・落下物等排除、

雪氷対紫、補修作業等
竺

動

誕象観測機

侭園蕊閣
／

巡回途上

一←
二

ハイウェイラジオ運用箇所一覧（平成11年7月1日現在）

中央自励血逝
三鷹TB付近、国立府中IC付近、八王子IC付近、大月IC付近、初狩PA付近、都留I

C付近、勝沼IC付近、釈迦蛍PA付近、甲府昭和IC付近、伊那IC付近、原PA付近、
多治見TN付近、悪那峡SA付近［計：13箇所ヨ

設置箇所（上下銀に設置の場合は、区分の記入無し）道路堀

多摩川橋付近、横浜青菜IC付近、港北PA付近、横浜町田IC付近、海老語SA付近、厚
木IC付近、秦野中井IC付近、中井PA付近、大井松田IC付近（上F別線各1箇所)、山

北BS付近（上下別線各1面所)、鮎沢PA付近（上り）、御殿場IC付近、駒円PA付近、

裾野IC付近、沼津IC付近、愛鵬PA付近、富士川SA付近、由比PA付近、清見寺TN

内、静岡IC付近、阿倍川橘付近、焼津IC付近、牧之原SA付近、相良牧之原IC付近、
菊川IC付近、掛川IC付近、浜松IC付近、浜松西IC付近、浜名湖SA付近、豊橋TB
付近、音羽浦郡IC付近、岡崎IC付近、豊田IC付近、東郷PA付近、守山PA付近

「計：37箇所I

東名高速泣路

一宮IC付近、長良川橘付近、関ケ脈IC付近、養老SA付近、伊吹PA付近、秦荘PA付

近、栗東IC付近、京都南IC付近、天王山TN付近、梶原TN付近、吹IIIJCT付近、吹
田SA付近、尼崎IC付近「計．：13箇所］

名神高速逝路

新座TB付近、三芳PA付近、川越IC付近、高坂SA付近、本塵児玉IC付近、駒寄PA

付近、月夜野IC付近、下牧PA付近、谷川岳PA付近、関越TN（上下)、t樽PA付近
［計：12箇所1

関越自動耶逝

;宵保器畠26

術磐自動車道

東北自動車道

来京外環自動車道

上僧越日勤車道

IJW瀦阪自動車道

近央自動車道

札樽自動車道

束端阪自動車道

阪和白動車道

山陽自動車道

磐越自動車道
輝起自動車道

民野自動車道

米子自動車道

浜田自動車道

館山自動車道

東海北陸白動車道

九州同動車道

大分自動車道

設枇箇所（上下線に設置の場合は、区分の記入無し）雲雲
三郷TB付近、守谷SA付近 [計：2箇所］

浦和TB付近、蓮IIISA付近、
付近、福島西IC付近、前7尺S

羽生PA付近、大谷PA付近、安稜PA付近、安達太良SA

A付近、矢巾PA付近［計：9箇所］
(外回り）三郷JCT付近、
(内回り）川口JCT付･近、

川口JCT付近、美女木JCT付近
美女木JCT付近、大泉IC付近［計：6箇所

藤岡IC付近、爾岡IC付近、長野IC付近 [計

香 芝SA付近［計．
恵庭IC付近、江別IXilC付近、白老IC付近．［計

銭 函IC付近［計

上社IC付近、擁江IC付近、御在所SA付近［計

堺T [計

淡河

付近

PA

，廿

付近、三木束IC付近、竜野西SA付近、IlI隣IC付近、鴨方IC付近、
IEI市ICT付近［計．

五百川PA付･近［計

西紀S八付近［計
塩尻IC付近［計．

蒜山高原SA付近［計

寒曳山PA付近［計
市原SA付近、姉崎袖ヶ浦IC付近、木更津TB付近［計

川 島PA付近［計
古賀SA付近、北熊本SA付近［計

山田SA付近

3箇回

1箇所

3簡所

1箇所

3箇所

2箇月I

ﾇ和I（
7箇所

1箇所

1箇所

1箇所

1箇所二

1箇所

3箇所

1簡所

2箇所
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雪氷対策の体制（北陸自動車道の例）(4)維持管理業務

①道路の維持管理 ■■■■画中■■■■■■l■■口■■■I■■

■■■■■画＝画一■＝■ローーーロロー■

’

○道路の保全（点検、清掃、植栽管理、のり面・排水雛・橋梁･

舗装・交通管理施設の小修繕、橋梁塗装、柵梁伸縮継手取替、

各種調査）

○路上作業の安全確保

○雪氷対策作業

○交通事故復旧工事

岱寅

維
持
管
理

|ン装栽

50

○交通安全対策（舗装改良、標識改良、防謹柵改良、休憩施設の

整備・拡充）

○交通渋滞対策（ICの改良、本線改良）

○道路交通憎報の充実（可変情報板、交通管制システムの整備、

道路交通悩報通信システムの整備）

○車両の大型化対策（橋梁補強）

○道路環境保全の充実（遮音壁、環境植栽、浄化槽の改良）

○施設の保全対策（トンネル施設、通信施設、機械電気施設等の

改良、廃棄物処理施設の改良及び整備）

45

：

刺3840

○地震防災対策（橋脚の耐震補強、落柵防止装世の弧化）

○防災対策（切・盛土のり面、橋台・柵脚の洗堀防止、のり間火

災防止）

地震・異常気象時の交通規制

、
５平元

’異常気象や地震の発生等による突発的な災害の復旧工事

高速道路維持改良賀の推移
予算額（百万円） 管理延長（k、）

釦
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漁
巡度規制

通行止め

区間

全区1111

水

厚木～大井松Ⅲ

大井松川～術士

富士～iiIi水

期川～三ケ11

異 常降雨

･辿統雨倣150,皿1

．時側雨jit3Omm

連続雨量が

下記の数値

に達した時

350皿

300皿

3001,111

250mm

300mm

300mm

連続爾湿が概ね下記数値に達した後

時間雨丑が下記数値に達した時

連続

1601m

nm

iO皿

m、

iOlnm

時間

50m

40mm

40mm

40mm

40mm

50m

l〔

速度規制

通行止め

地度

50ガル以上

80ガル米潤

80ガル以上

興粥降雨

巡続WI柾及び時側雨量について近

陥又は近陥の区l'にとに支社及び

”1mで定める畔(下例参照）

同上

その他

過去における災害の発生状況そ
の他を勘案して支社及び管理局

で定める悲地

同上

辿度規制

チェーン挑行

チェー

■『室冨■ f信鄭 5pgi鯛i軍幽 pq静e￥

普戒体附！ 麺WrZ園溺mZW

Ⅱ1肋'1M髄剛

洞F現W蚕司

作業那伽段階

凍納防止剤

敗布段階

鯛T5F矛』鋼ﾆｰ，

|AIB冊』亜lZh

q§魚I」蔀M3

50km/h'規制

全耶両チェーン装

飾

'･唇座U

f81碗E

気象予報により除雪や凍結の恐れがある柵合、将別巡回を行うとと
もに、路線沿いの気象情報などの雛視体111を強化する段階をいう。

凍結防止剤散布・除雪作業のため作梁貝と作業jW|機械を待機きせ、
直ちに雪氷作業に移行しうる段階をいう。

除雪の初期又は、凍結の恐れがある珊合にijII畷i防止剤散布を行う段
階をいう。チェーン等装藩が予想される腸合にはチェーン挑行の炎

示竿を行う。
除笹川〔が出動し、笹通タイヤ】|〔にチェーン紳装藩を行う段階をいう。
注：哲定二車区間については、40hn/hr規ﾙﾘとする。

路而状況が悪化し、全車両にチェーン節裟荊を行う段階をいう。

注：獅定二車区間については、40km/hr規制とする。

降囲等のため、①交通那故が発生しさらにﾘ故を勝発する恐れがあ
る場合､②馨しく視界が悪化し、交通陳秘が発生した場合､③チェー
ン等装茄によっても通行の確保が困雌となった甥合､④本線上に渋

滞11[両が発生し、さらに通行J1〔が州加すれI塾ますます状況が悪化
し、交通がマヒする恐れがある場合、などのりI象がある段階｡⑤雪

刷等の発生により交通障害が発生する危険性が腿められる段階をい
う。

除雪等のため長時間にわたり、通行]|[両が本線上に滞研したまま交
通朋釧を生じた場合、あるいは大規供な醤ﾙlを生じた段階をいう。
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事 象 情報提供交通管制室（ ）
●交通事故

⑳法面火災

●天候状態

●車両故障

・落下物

・異常気象

国車両火災

・路面状態

鰯地震●その他
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JHパトロールカーの巡回

|TVカメラ

●ハイウェイテレホン●ハイウェイFAX

●トンネル内ラジオ再放送・割り込み放送

●SA・PA（道路案内所等）

●(財)日本道路交通情報センター(ラジオ放送）

や
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②受配電盤
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トンネル内施設設置概要図（関越トンネル）

配置図
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万太郎立坑電気室
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(5)交通渋滞対策

①交通渋滞の現状

近年、，噺速道路、特に東名・名神等の大都市周辺部においては交通瞳の増加にともな

い交通渋滞が多発し、円滑な走行の支障となっています。また、ゴールデンウイーク等

の行楽期、旧盆・年末年始の帰省時期に交通が一次的に集中し、東名・名神・中央道・

東北道等の路線において、著しい交通渋滞が発生しています。

②交通渋滞の分類

交通渋滞は、①道路の交通容量以上の需要交通により、インターチェンジ出入口・上

り坂・トンネル等で発生する交通集中渋滞、②道路の維持補修工事等の車線規制にとも

なって発生する工事渋滞、③交通事故に起因して発生する事故渋滞等に分類することが

できます。

③諸対策

上記交通渋滞の原因に即応した対策として、以下の対策を実施しています。

○交通集中渋滞対策…、本線の車線数の増設や、IC出1.1部の容量を増やす工事

（ETC等）

・噸の流れを分散させるために高速道路のネットワークの整備

○工蝋渋滞対策………＠.I昌鞭規制M数を減らすために集中工事や夜間通行止工事の実施

．':噸渋滞'''1数を減らすために111.帆や夜間の交通量の少ない時

間帯を厳選して実施

⑳新.工法、機械化等の開発、推進、工事の事前予告の徹底

○事故渋滞対策………②事故処理及び事故復旧の迅速化

愚事故車両、散乱物及び滞留車両の排除の迅速化

・安全運転、走行マナーの啓蒙、PRの実施

また、商速道路を利用されるお客様に対する渋滞の発生状況等の周知、伝達も重要な

ウエイトを占めることから、渋滞発生時における情報提供の充実も図っています。

更に、ゴールデンウイーク等交通の著しく混雑する時期を対象として、渋滞の発生予

測を行い、新聞、チラシ、雑誌、インターネット等を通じてお客様にお知らせして、時

差利用をお願いするなどのソフト面からの対策も実施しています。

一二

名神高凍猶路吹田IC改良（上：改良前、下：改良後）

＝画

79



3ETC（ノンストップ自動料金収受システム）

ETCとは

ETCとは、車両に装着した車載器に契約情報などを記録したICカードを挿

入し、有料道路の料金所のトールゲートに設置した路側アンテナと車戦器との間

の無線通信により、通行料金などの情報を路側アンテナに接続した有料道路のコ

ンピュータシステムとICカードとの双方に記録して、料金所で料金支払いのた

めに止まることなく通行することができるシステムです。

ETCの効果

ETCは、料金所で料金支払いのために止まることなく通行できるため、1車

線当たりの通行可能台数は飛躍的に増大し、料金所渋滞の緩和が図られます。ま

た、通行の都度料金所で料金を支払うことの煩わしさの解消やキャッシュレス化

による利便性の向上及び管理費の節減等の効果が期待できます。さらに、国民経

済的な観点からも、渋滞待ち時間の解消による時間便益の増大や燃料の節約、自

動車排気ガスの低減による環境問題への貢献など、幅広い効果が期待できます。

’

入口発券方式（例：都市間商速道路）

ETC整備の推進

平成11年度内には、東関東自動車道、京葉道路等千葉地区の料金所で運用を開

始するとともに、東名高速道路、名神高速道路等整備効果の高い路線について整

備を推進していきます。

①耶戚器から路側アン

テナに入口悩報を送

信する

②通行料金を計算して
路側アンテナから車

載濁に服金愉報を送
個する

践側アンテナ

ざ
蹄閲アンテナ

ざ
①路側アンテナから

車載器に入口愉棚
を送個する

1810

6:雪i訂…

ETCのイメージ

＝

蔭三号ロ

ETCにおける料金収受方式のイメージ

有料道路を走行

＞ 餌
一一

入口料金所 出口料金所 豆

F＝

11 ﾐ垂亀ご一ノ〆料金所

雲霧雲
ナ裂く所

出口

単純徴収方式（例：都市内商速道路）
＝＝

ロロ

竃． 夢シETC車線夢シETC車線＆封 ＝

料金所

恥

堂坐
謎謎謎

難路開アンテナ

ぎ
一一

区、区、

①路側アンテナから車

載容に均一区聞の料

金の媒金WW報を送個
する

11 多7多7

有料道路を走行

＝ ＞

一一

入口
、
・

七
」

ン
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環境対策の実施例

各段階において、講じている対策の実施例については、次のとおりです。

口燕苦壁の設置

道路からの騒音による障害については、騒音の大きさなどを考慮して、順次

遮音壁を設置しています。また、遮音壁は景観にも配慮しています。

4環境対策

高速道路等の沿道環境の保全を図るために、計画・建設・管理の各段階に応じ

て、次のような対策を講じています。

路線選定は､沿道環境保全を図るための最も基本的な対策です。

このため、路線選定にあたっては、自然環境や景観の保全を十分

に考慮しつつ、都市計画で定める住居専用地域及び住居地域等を

極力避け、特に静穏が必要である学校、病院などには、できるだ

け接近しないように努めています。

閉

東京外環自動車道：日照阻害を軽減した全面透光板による遮音壁

度

環境影響評価は､高速道路等を建設し開通させることによって、

環境にどの様な影響が及ぶのかを調査、予測及び評価を行うとと

もに、その結果を公告・縦覧し、地域住民や関係自治体知事の意

見も聴いて、必要な環境保全対策を講じるものです。

高速道路等の建設にあたって、沿道周辺に住宅団地、その他都

市施設などの計画決定又は開発事業がある場合は、これらの事業

の開発主体とあらかじめ交通に起因する障害の防止など、相互の

機能が十分に発揮できるように計画調整を行っています。

○蕊音壁設置の推移

km設置延長

’

料

一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
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９
盈
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道路構造の設計にあたっては、自然環境及び沿道環境への影響

ができる限り少なくなるように、それぞれの場所において、望ま

しい構造を検討しています。具体的には、地形や自然環境、沿道

地域の土地利用状況などに合わせて、盛土・切土・高架・トンネ

ル・堀割などのうち望ましい構造を検討し、採用しています。ま

た、必要に応じて環境施設帯、遮音壁の設置等を行っています。

各段階で様々な対策を実施しておりますが、それにもかかわら

ず騒音、日照阻害、電波障害等の問題が発生する場合がありますc

このような場合には、一定の基準によって、費用負担等の措置を

行っています。

0．5〃

供用後も、沿道環境、自然環境の推移を見守り、必要に応じて

遮音壁の設置､のり面緑化等の環境の保全・改善を行っています。

体
路
全
道
Ｈ
速
』
高

沿道開発事
業との計画

調整

道路構造上

の対策

費用負
の措置
担等

路線の選定

環境影響評

価の実施



口環境施設帯の設置

道路交通に起因する騒音、排出ガス、振動等による沿道地域への環境を経減

し、良好な住環境を保全するために、沿道の土地利用状況、道路構造、交通量

などを勘案して、必要があると認められる場合は、車道端から10メートルまた

は20メートル幅の環境施設帯を股慨しています。

千葉東金道路（Ⅱ期）：移設したトウキョウサンショウの産卵池

｛現

ロエコロードの推進

高速道路等の建設にあたっては、「地域の向然鞭境・生態系に配慮した道づ

くり」（エコロード）をテーマに、野生動植物に影』IMIを与えないよう蛎前に洲

在を行い、地域の向然の保全や復元、動物の横断移動路の確保、生きものの唯

息環境（ビオトープ）の創出等を積極的に推進しています。

口道路緑化

道路を利用されるお客様に良好な走行環境や休息環境を提供するとともに、

沿道地域への道路影響の緩和、新たな環境の創造、さらには地球環境の保全に

貢献するために職種的な道路緑化を進めています。

休憩施設では、緑陰の悠備や花木・紅葉木などにより、うるおいとやすらぎ

のある快適な休息空間造りに努めています。環境施設帯や道路のり面では、常

緑樹の他に花木や紅葉木を織り混ぜた緑化により、沿道地域の環境保全を図る

とともにうるおいのある環境の創出に努めています。また、自然環境が豊かな

地域などにおいても樹林化を進め、白然の復元に努めています。その他の緑地

においても、CO2の削減に貢献すべく樹林の創出を問っています。

口防音エ事助成

適・切な道路機造上の対策を実施してもなお騒音による障害が著しい沿道住宅

については、緊急的措置として、一定の基準により防音工事の助成等の方策を

講じています。

○防音エ事助成の推移

戸数
3500

3000

2500

2000

1500

1000

500

0

51525354555657585960616263元2345678910
年度

ロリサイクルの推進

SA・PAから発生する‐般廃棄物の減量化を進めるとともに、分別収集の

徹底によるカン・ピンのリサイクルに努めています。また、道路の械栽管理作

業により発生する植物発生材･については、コンポストプラントによる堆肥製造、

チップ化によるマルチング材として有効利用しています。

謡:§鶏§f架詫§f型雲;茄竺誌f響

宝画一

JH全体
2341一z446

214Z
19醜

－『

義ミ
ヱ

皇i庫IL 扇TIT1－rﾗー砿 ◇
色

章一一

’



I

5休憩施設

①休憩施設の設置状況

83

サービスエリアの基本型

休憩所､ショッピングｺーナー

外周緑地

※箇所数は上下合わせて1箇所として計上（11．4．1現在）

②仮眠休憩施設の設置状況
oレストイン足柄（東名足柄SA上り線）oレストイン多賀（名神多賀SA下り線、

上り線からも利用.可能）

／/I'翁W;弓r、<f雑
,ジユニ…△ニミ、

ーー一一ーーーーーーー

ノ 、

③身体障害者用施設の整備状況 パーキングエリアの基本型

24時間サービス24時間サービス

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

区 分

サービスエリア

パーキングエリア

設置施設の例

駐車場

お手洗

給油所

休憩所､インフォメーション

レストラン

駐車場

お手洗

ハイウエイショップ

箇所数

高速
道路

103

232

一般有
料道路

1

24

区 分

サービスエリア

パーキ

rK‐一、一’-‐

ングエリア

施 設

1）駐車場（身体障害者専用）

2）スロープ化

3）お手洗

4）非常電話

備考

全施設整備完了

タイプ

仮眠・宿泊室

休憩室
休憩･入浴
(男女別）

室数

25室

2

収容人員

49人

タ

仮眠

休憩室

イブ

・宿泊室

休憩q入浴
(男女別）

室数

40室

2

収容人員

55人



6有料自動車駐車場

JHでは有料道路の建設、管理の他に、日本道路公団法に基づき有料自動車駐

車場の建設、管理を行っています。

現在、東京、福岡の都市内に2ケ所の駐車場を営業中ですが、これらは、大都

市内の駐車難を緩和させ、都市内の道i

市計画事業として建設されたものです。

都市内の道路交通の円滑化を図ることを目的とし、都

営業中の駐車場一覧 平成11年4月1日現在

唖

’
’
１
０
口
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

機 関名

東京第一管理局

九州支社

ト
ー
一
画

〈
ロ

名 称

日比谷自動車駐車場

福岡中央

自動車駐車場

位置

東京都千代田区

日比谷公園1番2号

日比谷公園地下

福岡市中央区天神

2丁目2番

警固公園地下

構造

地下2階建鉄筋

コンクリート造

地下2階建鉄筋

コンクリート造

面積

19,878㎡

11,292㎡

31,170㎡

収容台数

地下1階232台

地下2階238台

計 470台

地下1階112台

地下2階133台

計245台

715台

事業費

(百万円）

1，179

576

1，755

営業開始

年月日

昭35.6.4

昭41.4.6

営業時間

24時間

24時間

(午織璽騨W蹄）

一
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7トラックターミナル

85

昭和49年に日本道路公団法の一部が改正さ

れ、JHが高速道路に密接に関連する流通施設

であるトラックターミナル、トレーラーヤード

などの高速道路関連施設の建設、管理を行うこ

と及びこれらを主たる目的とする事業に出資す

ることができることになりました。

現在、東北高速道路ターミナル㈱、北陸高速

道路ターミナル㈱及び九州高速道路ターミナル

㈱の3社が、仙台南トラックターミナル、郡山

トラックターミナル､金沢トラックターミナル、

鳥栖トラックターミナル及び熊本トラックター

ミナルの5ケ所で営業を行っています。

トラックターミナル一覧

ｌ

Ｌ

Ｉ

■

１

日

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

日

日

(1)トレーラーのつけ替え

●
〃
０

(都市間輸送における中継）

一

〆

A市
1

、

、
~

B 行甲乙

I｡Ⅱ。｜
－－－－－－－－幻uu－u－－

、

、

、

B市

-----国､_ノ

従来の2人乗務2泊3日の運行が1人乗務日帰り

運行状態に改善される。

(労働生産性の大幅向上、運転手の労働条件の改善）

ー＝

(2)トレーラーのつけ替え

(都市間輸送と地域内輸送の中継、いわゆる三角輸送）

A市一一当孟]恩周一
FInl~、
‘…UUUテーーC市

上
卜
が

路
の
と

道
台
こ

速
１
く

高
、
捌

を
は
で

行
て
一
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の
に
う
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、
ｌ
ｌ
ｊ

Ｂ
Ｃ
Ｃ

↓
一
↓

Ａ
Ａ
Ｂ

、《
ヤード
〆

大型車

大型車

トラックターミナル 小型車

－荷卸し混送〔

仕分け

保管
流通加工

-o混載躯荷．

会社設立年月日

営業開始年月日

資本金（千円）

(内JH出資金）

出資構成

施
設
規
模

トラックターミナルバース数

敷地面積

東北高速道路ターミナル㈱

仙台南トラック

ターミナル

昭和50年2月1日

昭和54年4月1日

1，

ｊ
鯉
皿

JH27％、日本自動車ターミナル㈱11％、
県9％、その他53％

40バース

35,135㎡

郡山トラック

ターミナル

昭和51年8月1日

45バース

67,576㎡

北陸高速道路ターミナル㈱

金沢トラックターミナル

昭和51年10月22日

昭和52年12月1日

1,1

JH25％、日本自動車ターミナル㈱14％、
県7％、その他54％

lO5バース

67,715㎡

九州高涼道路ターミナル㈱

鳥栖トラック
ターミナル

昭和49年12月11日

昭和56年4月29日

539,000

(116,000）

JH22％、日本自動車ターミナル㈱22％、
県11％、その他45％

40バース

41,164㎡

熊本卜 ラック

ターミナル

昭和51年6月24日

70バース

60,107㎡
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8新事業の実施

高速道路の潜在的可能性を最大限に活用しつつ、お客様サービスの一隅の向上を図り、これにより得られる収錐の高速道路本体事業への還元に努めるため、民|H1企業等の活力を活用

した新しい那業に取り組んでいます。

平成10年6月の高速向動車国道法等の改正により、民間施投等と高速道路との連結及びインターチェンジ周辺の利用IIJ,能地の活用が可能となりましたので、その制度を広く周知する

とともに、職業の潜実な展開を似Iっています。

平成10年12月に、インターチェンジ周辺の利用可能地の活用について、関越間動車道沼田インターチェンジ及び東名獅速道路袋井インターチェンジにおいて、初めての事業者公蕊を

実施しました。

また、平成11年1月に、民間施設等と高速道路との連結について、秋田内勤車道西仙北サービスエリアにおいて連結の申し出がありました。

①民間施設等と高速道路との連結

民間事業者の高速向動車国道活用施設（相当数の者が高速内勤車同道を通行し

て利用すると見込まれる商業施設、レクリエーション施設等）と高速間動車国道

とを連結するものです。

高速''1動IIfIIil道から当該施設を介しての一般道路へのIIf両の出入りの11J.否によ

り、「開放咽」と「閉鎖型」の2稲類の蕊業形態に分類されます。

開放型

高速自動車国道から当該施設を介して、

一般道路に車両が出入り可能のもの

剛申咽

■■麺白p郷国11活用胞股

駐刃us

民間耶業肴等の申請を受け、国土開発

幹線自動耶通建股群雛会（阿幹群）の群

議を経て雌ｲﾉ''1剛･IllIiを定めた後、建設大臣

が連結肘:可をすることになります。

閉鎖型

高速自動車国道から当該施設を介して、

一般道路に車両が出入りできないもの

駐血埋
厩速自励血圃迦
活用施殴

民間事業者等の叩術を受け、迎結位世

の基準に韮づき、JHが建設大臣に代わっ

て連結許.IIJ.をすることになります。I1iI牌

審の審談は不要です。

高速I‘I動J1恥|道への連結は、上図に示したような既存のサービスエリア、パーキン

グエリアに迎結する場合の他、高速自動車国道本線に直接述結することも可能です。

②インターチェンジ周辺の利用可能地の活用

既存の高速I‘I動砿側道又は内勤車専用道路のインターチェンジ周辺の利用可能

地（JH所有地）に、占用許可に基づき民間事業者が利便増進施設（コンビニエン

スストア・ファミリーレストラン等の高速道路利用者の利便の増進に資する施設

で、瑚該土地の合珊的利用の観点からふさわしいと認められるもの｡）を股侭す

るものです。

’

’



平成11年4月1日現在

！

8例

みよし

三好SA
那乗811

ふじかわ

富士jIISA
事業中

9ハイウェイオアシス
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ハイウェイオアシス（SA・PAを活用した地域拠点整備事業）とは、高速道

路のサービスエリア・パーキングエリアの周辺施設の中にサービスエリア・パー

キングエリアと直結した第二駐車場を設置することで、高速道路をご利用のお客

様が周辺施設へ直接出入りできるように作られたスペースです。

現在、高速道路においては、徳光PA，砂川SA、佐久平PA等8箇所がオー

プンしており、富士川SA等10箇所が事業中となっています。
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10東京湾アクアライン（東京湾横断道路）の概要

①道路の概要

東京湾アクアラインは、神奈川県川崎市と千葉県木更津市を連結する延長15.1

kmの幹線道路で、東京湾岸道路・東京外かく環状道路・首都圏中央連絡内勤車

道・東関東内勤車道等と一体となって、首都圏における広域幹線道路網を形成す

るものです。

本道路は、京浜地域と房総地域を直結することにより、東京都市圏の南バイパ

スとしての役割を果たし、周辺都市の都市機能を高め、広域的な都市圏を育成す

る基盤となる醒要路線です。

②構造

東京湾アクアラインは、トンネル、橋梁及び人工島の3種類の構造形式からな

っており、川崎側から9.6kmについてはトンネルとし、木更津側の4.4kmについて

は橋梁としています。また、トンネルのほぼ中央には換気のための風の塔（川崎

人工島)、トンネルと橋梁との接続部にはすりつけ区間としての海ほたる（木更

津人工島）を配慨しています。

旨冒宜1図

付部

側面図

’

jll

東京湾アクアラインL=15.1km

≦u三雲…”
トンネルL=9.6km

､

、風の塔(川崎人工島） 、海ほたる(木更津人工島）

東京湾アクアラインL＝15.1km

トンネルL=96km 橋梁L=44km

A 止需市冒r繭,，

|I

Ni＝＝
木更津側

東京湾アクアラインの概要

道路名 東京湾アクアライン（東京湾横断道路）

路線名 一般国道409号

区 間 川崎市川崎区浮島町地先～木更津市中島

適用規格 第一称第2級、設計速度80km／h

車道幅員 m×4車線

工事内容 総事業饗約1兆4,409億円霞、延長15.1km

工事期間 昭和62年7月から平成9年12月まで

※建設中の利息を含む。

③建設のしくみ

「東京湾横断道路の建設に関する特別措置法」に基づき、民間活力を活用した

次の新方式により建設を行いました。

[事業の方式］

民間、地方公共団体及びJHの出資による「東京湾横断道路株式会社」が建設、

管理を行い、JHが道路を所有し、対外調整等を行います。

出資金

（民間、地方公共団体、
政府の債務保証
道路開発資金等

(建設大臣、

公団債

補償等

I
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11試験研究・技術開発 最近の試験研究課題

技術開発委員会の組織

我が国で初めての高速道路である名神高速道路の建設が始まって以来、高速道

路・一般有料道路の建設および維持管理において、多くの技術的な問題に直面し

てきましたが、本社技術部と試験研究所が中心となり、様々な試験研究を行い、

課題の解決に力を注いできました。こうした研究成果は、我が国の道路技術の発

展にも大きく寄与しています。

現在、JHの事業は、全国的な規模で展開しており、社会的な要請であるコス

ト縮減を図るとともに、道路構造物の耐久性向上やより安全で快適な高速走行の

ための研究、環境共生技術の研究、高度道路交通システムに関する研究など、

様々なニーズに対応していく必要があります。このため、技術開発委員会および

分科会を設置し、新技術・新工法の開発・導入を体系的に取り組む体制を取って

います。

めの技術開発

技術開発の体制

情報分科会

施設分科会

試験研究所

各研究室

企画調整分科会日本道路公団

技術開発委員会 1大学・民間企業 お客様・民間企業

土工分科会
共同研究 I情報提供・収集

(インターネット）
舗装分科会

トンネル分科会技
術
開
発
委
員
会

幹

交通分科会

事

ノ

本社

技術開発関係部課
構造分科会

P 可

支社・局

技術開発関係部課

技術事務所・試験課

会
環境・緑化分科会

管理技術分科会

研究分野

コスト縮減のた

新工法の開発

めの新技術．

逝路桐造物の耐久性

ための技術開発

向上の

高速走行のた

新しい猟境共生技術の開発

商度逝路交通システムの研

究・開発

主 な研究課題

新たな盛土の品質管理手法に関する研究／切土拙強土ェ法の削孔技術に関す

る研究／トンネル換気設計の効率化に関する研究／鋼コンクリート複合構造橋梁

に関する研究／大口径深礎杭の合理的な股計･施エに関する研究／橋梁の点検・

補修の合理化に関する研究／トンネル非常用施股に間する研究／画像処理によ

る交通監視システムに関する研究

盛土の耐震設計に関する研究／道路構造物の防食方法に関する研究

新路面管理方法に関する研究／高速交通のj匝用に関する研究／高速道路の照

明技術に関する研究／高齢化社会に対応した休憩施設の在り方に関する研究

在来植生の復元技術に関する研究／ビオトープ技術に関する研究

高速逝路の商度情報化に関する研究／ETCの交通運用に関する研究／高度道

路交;、システムに関する涌信設備に関する研究
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12情報システムの整備・推進

有料道路事業を運営しているJHにおいて、業務を円滑かつ効率的に推進してい

くためには、全社的かつ長期的な視点に立った大幅な業務の合理化．効率化が不

可欠です。また、経営環境の変化に対応した的確かつ迅速な経営判断を可能にす

るためには、各種情報の活用を図らなければなりません。

JHでは、従来から業務改善の有力な手法としてコンピュータの活用を図ってき

ましたが、上記のことを背餓として、それまでの個別業務毎の電算化から、JHの

すべての業務分野を対象として、業務相互の関連性を考噸した総合的な悩報の収

集・蓄積・処理．活用を行うためのシステムの整備を祇極的に進めています。

また、日常的な事務の効率化のため、OA機器を祇極的に導入するとともに、

推進体制を整備し、基礎知繊の普及．向上をII的とした研修の充実を図るなど、

より実効性のあるOA化の推進に取り組んでいます。

さらに、コンピュータとOA機器をネットワークで有機的に結合させることに

より、事務処理のさらなる合理化．効率化を進めています。

以上のように、JHにおいては皆様から望まれる鞭業を11ざし、情報システムの

盤備・活用による事業運営への寄与及び業務の合理化．効率化に努力していま

す。

’
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13お客様サービス・広聴制度

及び「道路を守る月間」に合わせて8月を中心に、全国のJHの建設・管理の現

場を一般に公開しています。

平成10年度は、「ハイウェイみて！みて1，98」として全国で40コースの現場見

(1)お客様サービス向上運動

JHでは、お客様サービスとして、次のような催しを行っています。

①「お客様感謝デー」

高速道路の日頃のご利用に感謝し、高速道路事業への共感を得るとともに、お

客様の声を今後の事業執行に反映させることを目的として、お客様感謝デーを昭

和61年から毎年全国の主要なサービスエリアなどで実施しています。

この催しでは、お客様に楽しんでいただけるイベントをはじめ、お客様から直

接「生の声」を聴くアンケートなどを実施しています。（右写真）

学会を実施し、約2500人に参加していただきました。

｢お客様感謝デーロ

期

③「サクラの開花案内」

平成2年からお客様に高速道路のサクラを楽しんでいただき、また、季節感や

地域による気候の違いなども感じていただけるように、全国のサービスエリアな

どに高速道路のサクラの開花日を記入した「サクラの開花案内図」を掲示し、サ

クラの開花状況をお知らせしています。

;雲i皇I謬り熟
ゞ尺

＃②「スタンプラリー」（｢道の日」関連行事）

毎年8月10日は「道の日」と制定されており国民の皆様に、道の意義、重要性

を知っていただき、道路愛護の精神を高めることを目的とした様々な催しが行わ

れています。JHでは、この関連行事として昭和61年から毎年8月上旬から約2週

間、全国の高速道路のサービスエリアなどで、「スタンプラリー」を行っていま

す。

ドサクラの開花案内」

↑
▽
弱

子
覇

④「全国一斉現場公開」

平成9年度からJHや高速道路事業について理解を深めていただくとともに、

地域の住民やお客様とのコミュニケーションを図ることをlI的として、「道の日」
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(2)広聴制度の充実

JHでは、次のような広聴制度を設け、お客様のご意見、ご要望を積極的に業務

に反映させています。

ハイウェイポストに寄せられた声について SA・PAについての内訳

道路栂造規格

自販槻について
305件(1.5％）

’

醜

①「ハイウェイ利用懇談会」

各方面の利用者団体等の代表者からなるハイウェイ利用懇談会を本社に設置し

ており、高速道路等に関して幅広くご意見をいただいています。

②「ハイウェイ懇談会」

各地域のお客様の代表者や有識者等からなるハイウェイ懇談会を各支社・管理

局に設置しており、l幅広い観点からご意見やご提案等をいただいています。

③「ハイウェイ・ガイド」

お客様からの様々な問い合わせや:苫情、ご意見等に迅速かつ的確にお応えする

ための窓口で、昭和62年4月から本社に、その後順次、大阪（昭和63年4月)、

名古屋（平成2年4月)、福岡（平成2年12月)、仙台（平成4年4月)、広島

(平成10年1月)、新潟（平成10年5月）に設置しています。

平成10年度には約47万件の問い合わせがありました。

①「お客様情報システム」

お客様からいただいた貴重なご意見やご要望を一元的に管理し、正確に分析す

るため、平成8年7月から「お客様情報システム」を導入しました。これにより、

全国から寄せられたお客様の声をより一層効果的に業務に反映させることができ

るようになりました。

評’
ぬ一一s一

⑤「道路モニター」

各支社・管理局で､お客様の中から20名程度の方々に道路モニターをお願いし、

高速道路走行時に気付かれたことやご意見などを寄せていただいています。

咋
Ⅱ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
凡
上
‐

④「ハイウェイ・ポスト」

昭和63年3月から、全国のサービスエリア、パーキングエリアに「ハイウェ

イ・ポスト」と称したご意見箱を設置し、お客様からI幅広いご意見をいただいて

います。

平成10年度にいただいたご意見の総数は約2万4千件で、その内訳は右上グラ

フのとおりです。

夕

(3)広聴情報の活用
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高速道路における主なサービス

砿
※上下線の記入のない場合は上下線とも実施

(H11．7．1現在）

’

1

項目

シャワールーム

お風呂

コインランドリー

コンビニエンスコーナ

ドラッグストアー

旅行案内業務

チケツト販売

宝くじ販売

ベピーベットコーナー

オートガススタンド

ハイウェイオアシス

ハイウェイカード

ハイウェイチケット

クレジットカード

記念撮影

内容

ｺｲﾝ式シャワーがご利用いた

だけます。

サービスエリアでお風呂がご

利用いただけます。

コイン式のランドリーで手軽に

洗濯･乾燥ができます。

日用雑貨品等が手軽にお買

い求めできます。

医薬品や化粧品などがお買い

求めできます。

浜名湖周辺の宿泊施設の情報

提供及び斡旋を行っています。

コンサートや減劇等のチケット

がお買い求めできます。

全国自治宝くじやナンバーズ

がお買い求めできます。

乳幼児の授乳やおむつの取替

え等にご利用いただけます。

めのオートガススタ

高速道路を降りることなく休憩

施設と隣接する公園等との出

入りができます。

高速道路のブﾘぺｲドｶー ドで、

有効期限がなく､どの車種でも

ご利用いただけます。

通行料金が通常よりお得なの

はもちろん観光施設の割引や

SA等のﾚｽﾄﾗﾝ無料コーヒー

サービス券などが特典として付

いています。

通行料金のお支払がｸﾚｼﾞｯﾄ

ｶー ドでできます。

団体の記念撮影ができます。

実施場所

東名

北陸道

東北道

東名

中央道

東名：中井PA（下)、鈷沢PA（上)、足柄

SA、牧之原SA（上）

名神：多賀SA（下）

東名：海老名SA

東京湾アクアライン：海ほたるPA

中央道：談合坂SA(下）長崎道：川登SA(下）

東名：足柄SA（下）

東名：浜名湖SA

東名

名神

東
東
関

名

北道

越道

阪和道

九州道

東北道：蓮田SA関越道：高坂SA

東名：海老名SA中央道：談合坂SA等

(計146箇所）

東名：足柄SA（下）

道央道：砂川SA，豊浦噴火湾PA

秋田道：錦秋湖SA

山形道：櫛引PA

上信越道：佐久平PA、小布施PA

北陸逆：徳光PA

長崎道：金立SA

JHが管理する全ての有料道路及び首都高速道

路公団､阪神高速道路公団､本州四国連絡橋公

団､地方道路公社が管理する一部の有料道路

P68「ハイウェイチケット割引」参照

全国の尚速道路及び一部の一般有料道路

東京湾アクアライン：海ほたるPA

中井PA(下)､鮎沢PA(上)､牧之原SA(上）

徳光PA(下)､九州道:基山PA(下）

安秋PA山陽道：淡河PA

足柄SA名神：

諏訪湖SA（温泉）

多賀SA（下）

海老名SA（上）

多孤SA（下）

日本平PA(上)､港北PA(下)､浜名湖SA

上河内SA（下)、鶴巣PA

上里SA（上）

岸和田SA（下）

韮山PA(下)､古賀SA(上)等（計21箇所）

項目

ハイウェイ備報ターミナル

休憩施設混雑悩報板

時間専用情報板

VICS悩報提供施設

（砥波ビーコン）

ハイウェイテレホン

ハイウェイFAX

仮眠休憩施設

郵便ボスト

ファクシミリサービス

洗 車機

キャッシュサービス

内容

パネルやテレビで道路交通傭

報をお知らせします。

走行中のお客様に休憩施設

の混雑悩報をお知らせします。

主要ICまでの所要時間をお知

らせします。

VICSセンターからの道路交通

情報が受けられます。

お出掛け前のお客様に5分ご

との最新の交通情報を24時間

お知らせします。

ファクシミリ付き電話により､ル

ート図上に表示された5分ごと

の最新の交通情報を24時間

お知らせします。

高速道路を降りることなく仮

眠･宿泊できる客室､浴室等を

完備した施設です。

高速道路で郵便が出せます。

ビジネス連絡用等にご利用い

ただけます。

コイン洗車機で手軽に洗車が

できます。

高速道路でキャッシュサービス

が受けられます｡(郵便局及び

銀行の現金預払機）

実施場所

東名：足柄SA、海老名SA，港北PA

名神：大津SA、養老SA、多賀SA難

(計91簡所）

東北道：蓮田SA、羽生PA

lMl越道：三芳PA（上)、高坂SA（上）

中央道：談合坂SA（上)、石川PA（上）

外環道：新倉PA

東名：港北PA、海老名SA、中井PA，飴

沢PA（上)、足柄SA（上)、上郷SA（下)、

東郷PA（下)、守山PA（下）

近畿道：東大阪PA（下）

東名、名神、西名阪道、関越道、中央道、

近餓道、阪和道等（計135箇所）

道東道、徳島道、

沖細道を除く全高速道路

東名ハイウェイテレホ

東京03.5491-1620

川崎O44866-1620

横浜O45923-1620

御殿場0550.82-1620

北海遊011-896.l620

仙台02牙711-1620

岩槻048J7581620

拍0471-71-1620

大泉03.3922-1620

名古屋052-709-1620

大激077と564貧162O

近畿06-68761620

甲府055.275-1620

所沢O42-9461620
長野026.2781620

055-275-1620

042-946-1620

ン

富
静
浜

士0545.51-1620

岡054.288-1620

松053435.1620

山
岡
宮
戸
葉
川
市
子
訪
橋

都
日
王

郡
盛
宇
水
千
豊
四
八
諏
前

024-961-1620

019.639.1620

028665.l620

029254-1620

043-257L1620

0533-82.1620

0593.52-l620

042692-l620

026657L1620

O27L252-l620

ナピダイヤル

0570.00-1625

JH東京03-3867-1625

東名：足柄SA（上）

名神：多賀SA(下）（上り線からも利用可）

東名

名神

名神

東北道

東名：足柄SA、海老名SA

:海老名SA

:談合坂SA等（計107箇所）

牧之原SA

養老SA等（計173箇所）

多賀SA（下)(給油所）

国見SA（上)(給油所)等（計34箇所）
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(1)研修

JHは、全国的な交通輸送体系整備の要請にこたえて、高速道路等の高水準の

有料道路の建設・管理を行っています。筒庇な技術を駆使した長大椛、長大トン

ネルの建設をはじめ、道路を利用するお客様に対し、最新かつ大量の交通情報の

提供を目的とした、ハイウェイ・ラジオや光ファイバー通信の利用による新しい

道路管理システムの確立、市街化地域等の用地取得の円滑な促進など、その事業

遂行のためには、高度な知識・技術をもった職員が必要です。そのため、JHは

従来から研修業務に力を入れてきました。

現在、行っている研修は、①職務遂行上、実践的に指導を行う職場内研修②

総合研修所で行う基礎研修、実務研修、専門研修、管理監督者研修などの集合研

修③英会話研修、行政実務研修などの外部派過研修を行っております。そのほ

か、海外留学や道路建設技術の交流をll的とした技術者の海外派巡も積極的に行

っております。

また、研修方法については、民間企業人等外部講師を積極的に招いたり、研修

参加者が自ら選定した研修課題をグループ討議に付するなどの手法を取り入れ、

視野を広め豊かな発想を身につけ、組織の活性化が図れるよう研修内容の充実に

努めております。

(2)業務研究発表会

業務研究発表会は昭和34年以降、毎年11脚I開催しているもので、全岡から参加

した職員が日頃研究してきた成果を発表しあい、能力開発と業務研究の発展を似l

る絶好の機会となっています。
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機関名

本
大
福
名
東
名
福
大
名
東
福
糊
大
東
仙
金
広
東
大
福
仙
新
籍
広
大
福
仙

阪支

岡支

古臆支

京支

古屋管理

岡支

阪支

古屋支

京支

岡支

占屋支

阪支

京支

台建設

沢建設

島建設

京第二建設

阪管理

岡建設

台建設

潟建設

･占屋建設

島建設

阪建設

岡建設

台建設台建

社
社
社
社
社
局
社
社
社
社
社
社
社
社
局
局
局
局
局
局
局
局
局
局
局
局
局

東京第一建設局

新潟建設局

名Kir臆建設局

商松建設局

東京第一建設局

広島建設局

大阪建設局

福岡建設局

東京第一建設局

東京第二建設局

鯨#一鋤周‘試細獅

輔#二管鵬'鵡職所

束北支社

蛎鮒三管理局,試識究所

場所

本社会議室

大阪産経会館

福岡天神ビル

中小企業センター

九段会館

京都会館

福岡天神ビル

共済会館

産業貿易会館

全共連ピル

咽気ビル

産業貿易会館

日生中ノ烏研修所

全共連ピル

日本生命仙台ビル

商工会議所会館

中国新聞ビル

中野サンプラザ

京都会館

電気ビル

仙台市民会館

新潟郵便貯金会館

愛知県産業貿易館

中国新聞ビル

建設交流館

都久志会館

仙台市民会館

総合研修所

新潟郵便貯金会館

愛知県産業貿易館

マッノイパレス

総合研修所

広島国際会議場

大阪国際交流センター

都久志会館

総合研修所

総合研修所

総合研修所

総合研修所

仙台国際センター

総合研修所

期間

昭34.5.14～15

35.5.25～27

36．6．27～29

37.5.30～6.1

38．6．1～3

39.6.23～25

40.6.16～18

41.6.1～3

42.5.31～62

43.5.29～31

44．6．3～5

45．6．3～5

46.6.2～4

47.6.7～9

48．6．6～8

49．6．5～7

50．6．4～6

51．6．2～4

52.6.21～23
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